


は じ め に

技能実習生・研修生が、心身共に健康で、より充実した実習・研修生活を送るには、周囲の人と

交流を深め、豊かな人間関係を築くことが大切です。そのためには日本語でコミュニケーションす

る力をつけることが不可欠であり、JITCOでは技能実習生・研修生の日本語力向上を目指して各種

の日本語教育支援を行っております。

なかでも日本語作文コンクールは、1993年のスタート以来、長年にわたって皆様に親しまれ、日

本全国の技能実習生・研修生の、力と心をこめて書き上げられた作文が一堂に回する場として

JITCOの重要な事業のひとつとなっております。

22回目を迎えた本年は、2,387編の作品が寄せられ、3段階に及ぶ厳正な審査を経て、最優秀賞4

編、優秀賞5編、優良賞19編、佳作21編を選出し、計49編をこの「優秀作品集」に収めました。

それぞれの作品から、そして選外の多数の作品からも、母国から遠く離れた日本で大変な思いを

しながら技能実習・研修、日本語習得に意欲をもって取りくむ姿が読み取れ、本コンクールの意義

をあらためて実感いたします。

ここに、作品を寄せてくださったすべての応募者の皆様に心より敬意を表すると共に、技能実習

生・研修生に力添えをしてくださった関係諸機関の皆様にも厚く御礼申し上げます。

本作品集が、技能実習生・研修生たちの、日本語学習へのさらなる意欲につながること、そして

関係諸機関はもちろん広く一般の方々に技能実習生・研修生への理解を深めていただくことの一助

となることを強く祈念いたします。

2014年10月

公益財団法人 国際研修協力機構

理事長 鈴木 和宏
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応募状況と審査過程

1．応募総数 2,387編

国籍別内訳

中国 1,961編

ベトナム 294編

インドネシア 65編

モンゴル 28編

タイ 21編

フィリピン 17編

カンボジア 1編

2．審査過程

審査は、例年どおり3段階で行った。第1次審査は JITCO 職員が担当し、内容と日本語能力の

観点から、上位49編を選出した。続く第2次審査では、JITCO役員5名による総合評価に基づき、

28編が選ばれた。最終審査では、外部有識者を含む5名の委員が審査に当たり、審査委員会におけ

る協議を経て、最優秀賞4編、優秀賞5編、優良賞19編の入賞作品及び佳作を決定した。

最終審査委員

委員長 関口 明子 （公益社団法人国際日本語普及協会 理事長）

委 員 坪田 秀治 （日本商工会議所 参与）

委 員 関野 陽一 （山梨英和大学 人間文化学部人間文化学科 教授）

委 員 鈴木 和宏 （公益財団法人国際研修協力機構 理事長）

委 員 新島 良夫 （公益財団法人国際研修協力機構 専務理事）
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講 評

審査委員長 関 口 明 子

JITCO の作文コンクールは本年22回になります。20年を超える長い歴史のなかで技能実習生・研修生

の日本での実習・研修の立場や形は時代と共に変わってきています。しかしその間この作文コンクールは

続いてきました。

今年は、作文のテーマを「技能実習・研修の現場で体験したこと」に設定しました。昨年まではテーマ

は自由でしたのでいろいろなテーマの作品がありましたが、今年はテーマが限定されていましたので、す

べての作品が、技能実習生・研修生らしいものでした。パターンとしては、来日して言葉も習慣も何もわ

からない状態で一生懸命頑張った。少しずつ分かるようになってきたが、失敗をして上司に叱られる。し

かし、なぜ叱られたかの真意が理解できなかったが、あることがきっかけでようやく理解ができ、自分の

理解の浅さに気づき反省。初めていろいろなことが分かり、上司への感謝の気持ちと共にこの学びを母国

でも生かしたい。まさに技能実習生・研修生が必死で現場で頑張り、学んでいく姿そのものです。今回の

技能実習生の作文審査は今までになく審査委員泣かせのものでした。昨年も傑作ぞろいで優劣をつけるの

に困りましたが、それ以上に今年は、どの作品もそれぞれの現場での苦労が描かれており、本当に甲乙付

けがたいということはこういうことなのだと審査員一同実感しました。

そのような状況の中で、選ばれた最優秀作品4点の違いは作品が与える感動の大きさでした。グエン

スアン ダイさん（ベトナム）「温かな明かり」は自分が作った照明柱を見に行ったとき「僕は涙があふれ

てきました。ぼくはすごい仕事をしていると誇らしい気持ちになった」「この明かりが人々の安全に役立っ

ている」と実感した状況が実に生き生きと書かれていました。審査員全員がまさにその場にいたかのよう

に引き込まれてしまいました。気負いもなく素直な表現に心を打たれました。素晴らしい作品です。 青

さん（中国）「『ありがとう」がくれたエネルギー』。 さんはある日課長からありがとうと書かれたクッ

キーを渡された。これはお客さんからいただいたもの。家が火事になり、2階にいた子どもが「火事です。

火事です」という警報器で逃げ出して助かった。自分たちが作っている警報器が人の命を救った。「本当

にありがとうございました」という感謝のクッキーだった。このありがとうで さんは自分の仕事への誇

りと責任を感じ、それ以後の仕事への向き合い方が変わった。自分の言葉で書かれた さんの文は審査員

の心に響きました。 曼曼さん（中国）「謙虚は人を進歩させ、傲慢は人を退歩させる」このタイトルは

中国の諺であるが、自分はすっかり忘れてしまっていた。何もわからなかった自分に親切に教えてくれた

先輩に対して、自分がかなりわかるようになってからは、生意気になって先輩のいうことも聞かずに自信

過剰になっていた。あるとき大変な失敗をしてしまい、何とか直そうと思ってもできない。でも先輩には
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聞きたくない。そんなとき静かにそっと、黙って直してくれた先輩は「 さん、もう大丈夫だよ」と言っ

た。生意気な口を聞いてばかりいた自分に。先輩へのお詫びと感謝の気持ちが素直に綴られている。江

敏さん（中国）「心の『ドラえもんのポケット」』班長の質問に面倒で適当に答えた。それなのに班長は何

回もそばで見ていて自分の仕事がし易いように棚の位置をかえてくれた。内容は他の人の作品にも共通し

ている仕事中の小さなできごとであるが、心の中の動きが実にうまく書かれている傑作です。

優秀賞の5人、ファム ジャ チュアンさん（ベトナム）は仕事と日本語に頑張って、今や指導係りをし

ている2年半のことを、グエンタイン トゥアンさん（ベトナム）は35トンもある大きな釣鐘作りで学んだ

こと、ファジャル チトラ ギンティンさん（インドネシア）は悲しみのどん底にあるときに励みになる言

葉を教えてくれた友人のこと、周霞儿さん（中国）は会長さんとの交換日記で学んだこと、 雯健さん（中

国）は五感を使うことで日々の仕事が変わったことを、それぞれ新鮮な感覚と素直な言葉で書かれていて

心を打たれました。

今回の審査を終えてこの貴重な作品群こそまさに JITCO と監理団体、実習実施機関との連携での技能

実習生･研修生への真摯な取り組みを象徴的に表していると実感しました。これからもきっと外国人技能

実習･研修制度は時代と共にいろいろ変化していくことでしょうが、今まで長い間かかって築いてきた

JITOCO の地道な努力の上にこの制度がなりたっていることを皆様に知っていただきたいと思います。

そしてこのすばらしい作文コンクールが長く長く続いていってほしいと願っています。
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作 品 集

※作品は、原文のまま掲載しています。
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「第22回外国人技能実習生・研修生日本語作文コンクール」入賞者一覧
■最優秀賞■

氏名 作品タイトル 国籍 職種 実習実施機関 監理団体

グエン スアン ダイ 温かな明かり ベトナム 溶接 株式会社山口製作所 鹿沼機械金属工業協同組合

「ありがとう」がくれたエネルギー 中国 電子機器組立て 紀南電工株式会社 ELC事業協同組合

謙虚は人を進歩させ、傲慢は人を退歩させる 中国 電子機器組立て 株式会社富山精研社 富瀋国際事業協同組合

心の「ドラえもんのポケット」 中国 電子機器組立て 株式会社エヌビーシー 公益財団法人日中技能者交流センター

■優秀賞■

氏名 作品タイトル 国籍 職種 実習実施機関 監理団体

ファム ジャ チュアン 誤解から理解へ ベトナム 機械加工 株式会社寳角ギヤー ビジネス・コープ協同組合

グエン タイン トウアン 成功の鍵 ベトナム 鋳造 株式会社老子製作所 協同組合CEO

ファジャル チトラ ギンティン 大きな美しい花を！ インドネシア 機械加工 株式会社石渡螺子製作所 公益財団法人国際人材育成機構

心をつなぐ交換日記 中国 婦人子供服製造 有限会社プチレダ PNJ 事業協同組合

五感を使おう 中国 食品加工 テーブルマーク株式会社 公益財団法人日中技能者交流センター

■優良賞■

氏名 作品タイトル 国籍 職種 実習実施機関 監理団体

ヴー ティ トゥイ 真心込めた物作り ベトナム 機械加工 シバタ精機株式会社 福岡素形材産業協同組合

何事でも真剣が大事 中国 電子機器組立て 旭電器工業株式会社 ELC事業協同組合

収穫の始まり 中国 電子機器組立て 株式会社日本アシスト 協同組合企業交流センター

誤差 中国 婦人子供服製造 株式会社伊予繊維 えひめファッション産業協同組合

実習の旅 中国 プラスチック成形 米新工業株式会社 静岡県経友会事業協同組合

日本人の「両面性」 中国 印刷 株式会社グラフィック オービーシー協同組合

グエン ゴック ホアイ トゥオン チャンス ベトナム 電子機器組立て 株式会社ナカニシ 鹿沼機械金属工業協同組合

日本製 中国 婦人子供服製造 株式会社YUMEMIDO 福岡アパレル協同組合

気づく力 中国 プリント配線板製造 エヌシー産業株式会社 関西経友会事業協同組合

バラガ エドワード ジュニア オソリオ 挨拶のチカラ フィリピン 鋳造 日立金属株式会社 協同組合フレンドニッポン

私たちみんな責任者 中国 婦人子供服製造 株式会社ミック 福岡アパレル協同組合

グエン シー トゥアン やる気があれば何でもできる ベトナム 印刷 株式会社グラフィック オービーシー協同組合

日本人は義理人情に厚い 中国 プラスチック成形 九州テイ・エス株式会社 ELC事業協同組合

最初が肝心 中国 紙器・段ボール箱製造 有限会社ソノダ オービーシー協同組合

グエン レ キム ガン 一回の油断から学んだ教訓 ベトナム 耕種農業 ホクト株式会社 東西商工協同組合

技能実習で経験したこと 中国 電子機器組立て ディーピーティー株式会社 ティー・アイ・シー協同組合

ファン ティ フィン チャー 蜜蜂と蝿の話です ベトナム 耕種農業 ホクト株式会社 東西商工協同組合

仕事をする時の心構え 中国 電子機器組立て 株式会社ミックコントラクトサービス エコノ協同組合

フィ ティ マイ フーン 逃走！悪事、止めて。 ベトナム 電子機器組立て 株式会社 INAX総合サービス 関東情報産業協同組合



最優秀賞

温かな明かり
グエン スアン ダイ
NGUYEN XUAN DAI

日本に来てもうすぐ2年が経とうとしていま

す。ぼくは溶接の仕事をしています。この2年

間でトラックの部品や建設機械の部品など、さ

まざまな製品を作りました。その中でも、素晴

らしい体験をしたことがあります。

ぼくが勤めている会社では電線類地中化工事

で使われる照明柱を作ります。いろいろな溶接

作業の中でも、照明柱の仕事は完成するまで

2ヶ月もかかり、とてもたいへんな仕事です。

社長から「パイプに穴を開けたところは、ケー

ブルが傷つかないよう、きれいにサンダーをか

けてくださいね。」「溶接ビードをそろえて誰が

見てもきれいに見えるよう溶接してください

ね。」と何度も指導を受けながら丁寧に仕上げ

ていきます。作業の時、照明柱は横たわってい

て、製品として完成した後、どんなところで、

どう使われているのか、まったく知りません。

照明柱の完成間近、溶接作業をしていたときで

す。社長が「どう？ダイさん。自分の作った照

明柱を見てみたいかい？」と、声をかけてきま

した。ぼくはとても嬉しい気持ちになり、社長

に頼んで、ぼくの作った照明柱を見に連れて

いってもらいました。

それは、東京の真ん中にある商店街に設置さ

れていました。ぼくの想像よりもはるかに大き

く立派に立っていました。自分で完成させた照

明柱を見た時、ぼくは感動のあまり涙があふれ

てきました。「ぼくは、すごい仕事をしてい

る！」と、とても誇らしい気持ちになり、溶接

職人としての喜びを感じた瞬間でもありまし

た。それと同時に、作業中ぼくに根気よく何度

も指導してくれた、社長の気持ちも初めて理解

したのです。

夕方になると、照明柱には明かりが灯され温

かな明かりが歩行者の足元を照らし、人々の暮

らしの安全のために、たいへん役立っています。

ぼくは日本に来て、多くの技術を身に付け溶

接職人としての喜びを実感することができまし

た。技術だけではありません。製品を最後まで

丁寧に、心を込めて仕上げることの大切さも教

えていただきました。これはぼくにとって、掛

け替えのない大きな財産です。そして今、2年

前とは明らかに違う自分がここにいます。

ぼくの住むベトナムでは、日本のように立派

な照明柱は、まだありません。ぼくの溶接技術

も日本人の職人さんにくらべたらまだまだ未熟

ですが、残りの1年、今よりもさらに技術を高

め、東京で見たあの商店街のように温かな明か

りをベトナムの街に灯したいと思っています。
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最優秀賞という素晴らしい賞をいただき、とても感激しています。

社長と一緒に東京に出かけて、道の両側に自分が作った大きな照明柱を見た時の感動、誇

りを、作文に書きたいと思い、今回応募しました。

ぼくが実習生として、この2年で得たものは、技術や技能だけでなく、温かい日本の職人

さんの「心」なのです。このような貴重な経験ができたのも、実習生のことをいつも気にか

けてくださっている会社の社長さん、社員の皆さん、いつも励まし合っている仲間がいてく

れたからだと、とても感謝しています。

最後になりますが、ご指導してくださいました組合の先生や、関係者の皆様、本当にあり

がとうございました。そして、なによりも、この機会を与えてくださいました JITCOの皆

様に、心より感謝申し上げます。

国 籍 ベトナム

職 種 溶接

実習実施機関 株式会社山口製作所

監 理 団 体 鹿沼機械金属工業協同組合

グエン スアン ダイ



最優秀賞

「ありがとう」がくれたエネルギー

LIU QING YAN

日本に来てから「すみません」の次に「あり

がとう」が、よく聴く言葉です。ありがとうか

らなにか伝わってきますか？

何もなければ「ありがとう」という言葉は平

凡な言葉です。私が知る限り、たとえ親しい友

人でも、相手にお茶を入れたりすれば、「ありが

とう」とつい口に出すような言葉。

さらに、同じ会社の人たちは、旅行に行くと

お土産を持って帰ってくる習慣があります。

そのつど「ありがとう」と言うけれども、何

度も言ううちに、はじめてお土産をもらったと

きの感動や、感謝の気持が薄れ、自分が言った

最初の「ありがとう」よりも、心がこもってい

ない気がします。時間がたつと、次第に本当の

意味もおろそかになっているのではないだろう

か。

毎日同じような日の繰り返しで、このまま三

年間の実習が終わってしまうの？そう思ってい

たときでした…。課長が、一人ひとりに、「あり

がとう」と書かれたクッキーを配りました。真

剣な表情で、「これは住宅火災警報器を使って

くれていたお客様からいただいたものです。」

意味深な表情で話を続けます。「少し前、この

家族の家の二階から出火したそうです。その

時、大人は一階で過ごしていて、二階には子供

が遊んでいました。もし、この火災警報器の「火

事です！火事です！」の警報がなければ、どう

なっていたことでしょう。「ありがとうござい

ます。つまらないものですが、せめてものお礼

の気持ちに。」とクッキーをくれたのです。

私が入社して以来、初めて感動し、初めて自

分たちが生産したものに誇りを持てた瞬間でし

た。手のひらに持ったクッキーは、小さいのに、

とても重みを感じました。心の奥底からこみ上

げるものがありました。これが責任なのか！こ

のありがとうが、私の心をとても重くします。

今までの何気ない仕事が変わりました。物を

ひとつ作ると同時に、何にも変えられない価値

がそこに生まれるのだとわかりました。毎日私

たちの手から送り出される何千個もの目覚まし

時計のような警報器。火災から家庭を守り、出

火しても助けてくれているのです。

このように私たちが、毎日ラインで生産して

いるものには、大きな価値があるのです。もし

私が仕事で疲れても、お客様からもらった、安

全・信頼の声を思い出し、やる気を出すのです！

「ありがとう。」に感謝します。気持ちを表す

以外にも、人の気持を動かすことができるなん

て。今後、もっと感謝の気持ちを持って生活し、

すばらしい人生の価値を見出したいです。
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私は夏期休暇を利用して旅行中の時に会社の上司から電話が入りました。その声は「おめ

でとう！あなたの作文が最優秀賞に選ばれたよ！」その話しを聞いた瞬間、自分の耳を疑っ

てしまいました。

こんな素晴らしい賞を頂けるなんて夢ではないかと思いました。正直、今でも信じられな

いのが率直な気持ちです。私にとっては、これからの研修生活、そして将来の私に向けて大

きな自信になります。

今まで、私に日本での生活の仕方や日本語を熱心にそして優しく指導してくれた会社のみ

なさん、そして組合の方々に深く感謝いたします。

また、このチャンスを与えてくれました、JITCOの皆様に、お礼を申し上げます。

本当にありがとうございました。

国 籍 中国

職 種 電子機器組立て

実習実施機関 紀南電工株式会社

監 理 団 体 ELC事業協同組合



最優秀賞

謙虚は人を進歩させ、傲慢は人を退歩させる

LIU MAN MAN

故郷中国には、謙虚は人を進歩させ、傲慢は

人を退歩させるという諺があります。しかし、

日本に来てから私はこの諺をすっかり忘れてし

まったようです。

去年の6月、私は大きな夢を抱き日本に来ま

した。ワクワクとドキドキが止まりません。日

本に来る前に、私は大連の日系企業で仕事の経

験あり日本人の仕事の仕方は充分に身に着けて

いたので、不安は1ミリもなく、それどころか、

私ならきっと誰からも素晴らしいと言われるだ

ろうと自信に満ち溢れていました。

会社での実習は、日本人の男性○○さんと組

んで仕事をしました。○○さんは何でも親切に

教えてくれました。私の意見も私流の仕事の仕

方も聞き入れてくれました。毎日楽しくて仕方

ありませんでした。半年くらい経つと、私は○

○さんから注意される事が少なくなり、私は完

璧に仕事をマスターしました。その頃から私は

○○さんと意見の食い違いから衝突するように

なり、私の○○さんへの不信感は大きくなり彼

にアドバイスを求めなくなりました。

ある日、私の生産ラインに新しい部材が運ば

れて来ました。今までの経験を活かし作業しま

したが寸法が合わなかったので、機械の調整を

熟知していると思っていた私はここぞとばかり

に機械を調整しました。でも、何故か今回は治

りません。○○さんは私の苦戦ぶりを見て「大

丈夫ですか？」と声を掛けて来ました。私は○

○さんを相手にせず機械の調整を続けました。

彼は「見せて」と言い、顕微鏡でほんの数秒部

品を確認しました。イライラしていた私は○○

さんに「見るだけて何がわかりますか？偉そう

に！」と言い返し機械の調整を続けました。で

も、時間だけが過ぎ「何であんな事言い返した

んだろう。いいえ、○○さんの言うとおりにす

る事は自分のプライドが許さない」と言う思い

ばかりが頭に浮かび、もう調整どころではあり

ませんでした。その様子を見ていた○○さん

は、黙って材料を交換し部品を1個作り私に言

いました。「劉さん、もう大丈夫だよ」と。信じ

られず検査してみると魔法をかけられたよう

に、寸法がぴったりでした。その瞬間、頭に「謙

虚は人を進歩させ、傲慢は人を退歩させる」が

浮がびました。私は恥ずかしさから顔が真っ赤

になり「すみません．ありがとうございます。」

と言い続けるしかありませんでした。私も大切

な事を思い出させる魔法を掛けられました。そ

して、日本のモノづくりが世界中に賞賛される

のはこの魔法だと思いました。あの魔法から、

新しい発見や体験・勉強の連続で毎日がもっと

楽しくなりました。私は日本に来て良かったと

心から思いました。
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私の作文「謙虚は人を進歩させ、傲慢は人を退歩させる」が今回の作文コンクールで最優

秀賞に選ばれたことに、驚きと喜びでいっぱいです。管理者の方も実習生の仲間も自分のこ

とのように喜び、私を祝ってくれました。その時のことは私の記憶に深く刻まれていて、私

の最も幸せな瞬間になりました。

まず、主催者の皆様から今回の作文コンクールの参加チャンスを頂いたことと最高の評価

を頂いたことについて、厚くお礼を申し上げたいと思います。又、今回の受賞は私一人の力

だけではなく、会社の管理者の方々、組合の先生達、仕事の仲間に支えてもらったおかげで

す。

人生の中で一番よい時に日本に来たこと、富山精研社に入ってきたことを心から誇りに思

います。会社と組合の教育を通して、上司と仕事の仲間の協力の中で自分が成長でき、人生

に輝きを持たせることができました。

日本では後2年間あります。残りの実習期間では自分の勉強したものや力を出して、一生

懸命取り組んで行きたいと思います。

国 籍 中国

職 種 電子機器組立て

実習実施機関 株式会社富山精研社

監 理 団 体 富瀋国際事業協同組合



最優秀賞

心の「ドラえもんのポケット」

JIANG MIN

私は子供の頃から日本のアニメ「ドラえもん」

が大好きです。困った時はポケットから次々と

「魔法の道具」を取り出すのが好きで私もそん

なことが出来たらいいなあと心の中に同じよう

なポケットがあるように考えています。日本に

来たこの1年でそれまでのポケットの中身に対

して不思議な事や考えを見直した事がたくさん

ありました、そんな体験を話そうと思います。

研修センターを卒業し、現在の会社を見学し

た時の印象は、会社のドアを開けたとたんに外

と完全に違う世界が現れました、色々な機械が

並び声も聞き取れないほどの騒音です。

まるでドラえもんの「魔法のドア」を開いた

みたいな印象でした。1日の見学が終わって不

思議に思ったことは工場の床にラインテープで

線がたくさん描いてあり、棚や機械などはその

指定された所に置いてあります。

日本に来る前に「日本人はどんな事でも真面

目に対応する」という噂を聞いた事があります

が「そこまでする必要があるのかなあ？」と可

笑しく思いました。

ある日班長は「ラインテープとハサミ」を持っ

て現れ、「基盤供給棚の置場を決めるけど、この

ままでやりづらくない？」と私に聞きました。

面倒くさいという思いから「大丈夫です」と返

事をしてしまいました。実は言った事と思って

いる事が全然違いました。置場が近すぎまし

た。基盤を出す時に落ちる可能性があり、少し

後ろに移動すればよかったと、言った後で少し

悔やみました。

翌日、班長がまた「テープとハサミ」を持っ

て私の作業する様子をじっと見ていました見ら

れれば見られるほど緊張し、嘘を言ったことが

すぐバレるのでは？とドキドキしている時

「やっぱり少し後ろへ移動しましょう」と笑っ

て言われました、私は「なぜそんな事が分かる

の？なぜ何も言わなかったのにどうして？」と

恥ずかしくて声もでませんでした「バカ・バカ！

可笑しいのは自分じゃないの置場でも勝手に適

当に決める事じゃない、何回もの検討と実験を

繰り返して決められたものなんだ、こうして最

良の方法を見つけてゆく態度が重要なんだ」と

思って、班長の行動が何か分かったような気が

しました。

今まで自分たちの意見なんか無視されるに決

まっているから、真面目に言っても仕方がない」

と割り切っていた自分の考えを恥ずかしく感

じ、そんな気持ちに気づいた私は自分の心の成

長に今回の経験がきっとプラスになるだろう、

心の「ドラえもんのポケット」の中身がまたひ

とつ増えたんだ！と感じ、ドキドキしました…。

人生はまるで「長距離バス」に乗っているよ

うで、始まりと終点以外は、途中どんなところ

を通るのか誰にも分からないのです、私はその

途中経過を楽しみにしています。日本での充実

した3年間を過ごせるように頑張りたいと思い

ます！。
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今回、最優秀賞をいただき誠にありがとうございました。

この結果を耳にした時は唖然としてしまいました。3ヶ月前に作文コンクールに応募した

ことも忘れていましたから、本当に驚きました。「まさか冗談じゃないですか」と思ったほど

です。

1年前、初めて日本に来たとき不安でしたが幸い仕事でも生活面でも日本人は優しくして

くれました。それだけでも異国で生活している私にとってどれ程、勇気をもらえるかは自分

しか分かりません。

この賞は私一人のものではないと思います、これはいつもどんなに変な質問をしても詳し

く説明していただいたボランティアの先生方や会社の上司・先輩のおかげです。

いつも支えていただいて心からありがとうございます。

最後に、この光栄を授与してくださった JITCOの皆様に深く感謝いたします。

これからも自分の目標へ一歩ずつ前に進めるように頑張っていこうと思います。

本当にありがとうございました。

国 籍 中国

職 種 電子機器組立て

実習実施機関 株式会社エヌビーシー

監 理 団 体 公益財団法人日中技能者交流
センター



優秀賞

誤解から理解へ
ファム ジャ チュアン
PHAM GIA CHUAN

私は、二年半前に、ベトナムから、技能実習

生として来日しました。私が働いている会社で

は、旋盤などの工作機械を使って、歯車などを

作っています。

仕事を始めて早速、困ったことがありました。

日本語を聞くことです。仕事をする際に危険な

ことや注意しなければならないことについての

説明を受けましたが、難しい日本語ばかりでし

たので、ほとんど理解できませんでした。それ

で、このままでは困ると思い、毎週日曜日に、

近くにある「ボランティアによる日本語教室」

に通って、必死に勉強しました。すると、それ

までは分からなかった日本語による説明が、少

しずつ理解できるようになりました。一生懸命

努力をすれば何とかなるものだなあと思いまし

た。

次に、日本語を読むことにも困りました。機

械の操作説明書は日本人向けで、難しい漢字が

沢山書いてあるので弱りました。しかし、職場

の日本人は、困っている私の様子を見て、漢字

の読み方や意味を教えてくださったので、ス

ムーズに機械の操作ができるようになりまし

た。

また、日本とベトナムとでは、必要とされる

製品の精度が異なっているので、大変戸惑いま

した。ベトナムでは許容範囲の製品であって

も、日本の厳しい基準では不合格となってしま

うものが沢山ありました。日本の製品が高品質

である秘密がわかりました。

ところで、最初、私は、職場の人は、皆が皆、

優しい人ばかりではないように感じました。私

は、慣れない仕事で沢山の失敗をしてしまいま

したが、私の指導係の人に失敗の原因を尋ねて

も、大きな声で怒られてばかりでした。それで

私は、同じ失敗を繰り返してしまいましたので、

部署の班長に相談しました。その後、班長から

説明を受けたところ、指導係の人は怒っている

のではなく、私がよく気をつけるように、大き

な声で失敗の原因を教えてくれていたのです。

声が大きいというだけで、話の内容をよく聞か

ずに誤解していた私は、人と積極的に理解し合

おうとする姿勢に問題があったと思います。

それからは、指導係の人とも打ち解け、新し

い仕事も容易に覚えられるようになり、今では、

担当するラインにある全ての機械の操作方法が

わかるまでになりました。

今、私は、私の後にラインの担当となるベト

ナム人技能実習生の指導係です。後輩が理解で

きるようになるまで、何度も説明して、疑問を

残さないように心掛けています。人を指導して

いると、なるほどこういうところが分かりにく

いのだなあと、改めて気づかされることが多々

あり、とても勉強になります。

私が日本で学んだ最も重要なことは、人と人

とのコミュニケーションを人切にして、相手に

よくわかってもらえるように努力しなければい

けないということです。このことは、将来、ベ

トナムに帰ってからの仕事でも、きっと役に立

つことでしょう。

― 16 ―



受賞の喜び

― 17 ―

日本語は、「話し言葉」と「書き言葉」が同じではありません。私は、日本語を話して生活

しているので、「話し言葉」は上達しましたが、「書き言葉」は、なかなか上達しません。

そこで、「書き言葉」の練習をしようと思い、このコンクールに応募しました。少し背伸び

をして、自分にとって難しい漢字や表現も調べて、一生懸命作文を書きました。

この度、多くの応募者の中から優秀賞を頂くことができ、とても嬉しく思います。ベトナ

ムの家族も、大変、喜んでくれました。私が受賞できたのは、実習先である株式会社寳角ギ

ヤーや監理団体であるビジネス･コープ協同組合の皆様など、私を支えてくださっている多

くの方々のお陰です。

私は、間もなく、ベトナムに帰らなければなりませんが、これからも日本語の勉強を続け

ていきます。今後の日本語学習に大きな励みとなる貴重な機会を提供してくださった

JITCOの皆様、ありがとうございました。

国 籍 ベトナム

職 種 機械加工

実習実施機関 株式会社寳角ギヤー

監 理 団 体 ビジネス・コープ協同組合

ファム ジャ チュアン



優秀賞

成功の鍵
グエン タイン トゥアン
NGUYEN THANH TUAN

私が日本に来てから、いつの間にか一年半が

経ちました。この期間の実習を通じて多くのこ

とを学び、色々なことが分かりました。

私が勤める会社は鋳物工場です。おもに日本

のお寺に有る釣鐘や仏像など大きなものを製作

しています。私が勤め始めてから間もなく三十

五トンも有る特別大きな釣鐘を作り始めること

になりました。会社ではこのような大きな仕事

をいつもやっていることは無いので、その仕事

に参加させてもらえたのをとても嬉しく思いま

した。どんな仕事に対しても準備するのは大切

なことですが、今度の仕事はもっと注意深くな

る必要があります。小さなミスでも大変なこと

になり皆の努力が無駄になります。そこで三十

五トン釣鐘の製作にとりかかる前に小さな鐘で

実験をすることになりました。その結果に基づ

いて一番いい方法を選びます。実験は上司の指

導通りルールを守って進行され、皆責任を持っ

てまじめに励みました。巨大な釣鐘ですから品

質はもちろんのこと作業員たちに事故が無いよ

うに一つ一つの鋳型（鋳物を作るための砂を固

めた部品）を作る時も慎重に作業しました。仕

事が順調にいかない時、たびたび高齢の会長が

わざわざ現場まで来られて皆の相談相手になっ

てくれました。ある時私の不注意で鋳型に小さ

な傷を付けてしまいました。仕事に害は無いだ

ろうと思い、そのままにしておきました。それ

を見た会長が私を呼んで「小さな傷でも見過ご

せば大きな失敗の原因になります。釣鐘の製造

が成功するため決して油断してはいけない。」

と注意されました。その時こんなことも分から

ない私がとても恥ずかしく思いました。釣鐘の

すべての鋳型を完成させ、それを強度を考え正

確に組み立てるのに二ヶ月かかりました。皆細

心の注意を払いやっと完成しました。後は鋳造

（三十五トンの銅合金を熔解して釣鐘の鋳型に

流し込む）するだけです。鋳物製品が成功する

かしないかは鋳造してみないと分かりません。

皆大きな期待と不安を持って鋳造日を待ちまし

た。

鋳造日がついに来ました。反射炉の中で真っ赤

に溶けた大量の銅合金が、どろどろの溶岩のよ

うに巨大な釣鐘の鋳型の中へ吸い込まれていき

ます。私は鋳造がうまくいっているのかとても

心配していました。しばらくして皆が一斉に大

きな拍手をしました。成功したんだ。私はほっ

としました。涙がでるほど嬉しかったです。

日本に来る前に「成功の鍵があるかないか」と

思っていましたが、この仕事を通じて何事も目

標を達成することは易しくないと思っていま

す。成功の鍵は遠い所ではなく自分の中にある

と思います。何かしたいと考えたからには、一

生懸命最後までしなければなりません。失敗は

避けられませんが、途中で諦めてはいけません。

そうすれば達した成果の価値がよく分かると思

います。

皆にとって成功の鍵は何ですか。
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私の作文が、たくさんの中から優秀賞に選ばれてとても嬉しいです。

私は日本へ来る前、日本の生活に慣れるためにどうしたらいいかと考えました。自分の出

した答えはこうです。「どんな国にとっても、言語は国の文化、習慣と技術の扉を開ける鍵だ

から、日本語を勉強する必要がある」でした。それは自分の選んだ道を続ける動力だと思っ

ています。

日本にいる3年間で仕事を覚える事とは別に、日本語能力試験Ｎ1の合格をする事が目標

です。これから、もっともっと頑張りたいと思います。どうもありがとうございました。

国 籍 ベトナム

職 種 鋳造

実習実施機関 株式会社老子製作所

監 理 団 体 協同組合CEO

グエン タイン トゥアン



優秀賞

大きな美しい花を！
ファジャル チトラ ギンティン
FAJAR CITRA GINTING

私は石渡螺子製作所の機械加工で働いている

インドネシア出身のファジャルと申します。来

日して、もう一年半経ちました。今日は私が来

日してこれまでに苦しいことや悲しいことがい

ろいろありましたがその中から二つを紹介しま

す。

今から半年ぐらい前のことでした。仕事が忙

しく、日本語も分からず、朝五時半に起きて、

夜十二時に寝るまで、料理、洗濯、掃除、また

会社の仕事内容を覚えることなど、公私にわ

たって本当に大変な日々を過ごしていました。

心身共に疲れ切っていたと思います。そんな

時、実は機械操作のミスを犯してしまったので

す。機械の油を大量にこぼしてしまい、不注意

とはいえ、着火すれば工場火災も招きかねない

大失敗をしました。仲間や社長も見ているとこ

ろでやってしまったので本当に気が動転してし

まいました。

私はこの時に、いくつかの大切なことを学び

ました。まず、上司の教えや指導はきちんと覚

えて、実行すること。また、整理整頓、清掃清

潔、安全第一が会社では最も大切なこと。また

仲間とは和をもって協力して仕事をしていくこ

と。これらは日本で学んだ重要なことでした。

話は変わりますが、こんな多忙の中にいる私

のところにインドネシアの両親の家が火災で燃

えてしまった、という知らせが届きました。頭

の中は真っ白になり、心はパニック状態になり

ました。こんなに頑張っている時に「なぜ」と

いう思いが起こりました。家族の皆が怪我など

しないで、無事であったことがなによりでした。

直ぐに再建することは無理ですが、家族が貯

金し協力し合い、なんとか早いうちに家を建て

たいと思っています。この時私は「生きていく

ということはなかなか難しいことだ」とつくづ

く思いました。

そんな時に、日本人の友人が次のような言葉

を教えてくれました。「花の咲かない寒い日は、

下へ下へと根を伸ばせ。やがて大きな花が咲

く。」この言葉は私を大変励ましてくれました。

インドネシアには冬がありませんので、冬が

どのようなものなのか分からなかったのです

が、この冬友人とスキーに行って雪に触れ、初

めて冬を体感しました。白い雪の下では、さま

ざまな生き物や草花が盛んに活動し、生きてい

るのですね。そしてやがて来る春を待ちなが

ら。今の私の日々はこの素敵な一句の中の、「寒

い日」という表現がふさわしいと思います。毎

日、汗と油にまみれ上司の指示を受けながら、

必死に仕事をこなしています。

周りの信頼も得てきています。私はこの一句

を覚えてから落ち込むことはありません。なぜ

なら、今の苦労は必ずや将来の輝かしい自分の

姿をつくりつつあるからです。夢と希望をもっ

て今日も私は仕事に全力で頑張っています。ど

んな困難も乗り越えて、人生の大きな花を咲か

せるために。
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こんにちは、私はインドネシアから来ましたファジャルと申します。私はこの下の言葉を
聞いたら、すごく心が打たれました。日本人の友達が教えてくれました。このような言葉で
す。
夢ある者には、希望がある。
希望のある者には、目標がある。
目標のある者には、計画がある。
計画のある者には、行動がある。
行動のある者には、実績がある。
実績のある者には、反省がある。
反省のある者には、進歩がある。
進歩のある者には、夢がある。
思い掛けなく、このような立派な優秀賞を頂きまして、とても嬉しく思い、また感謝しま
す。諦めなければ夢は必ず叶うことが分かりました。これを励みにこれからも頑張っていき
たいと思います。そして、「花の咲かない寒い日は、下へ下へと根を伸ばせ。やがて大きな花
が咲く。」この言葉は私を大変励ましてくれました。私の夢のためにはどんな困難も乗り超
えて行けると信じています。日本に来る事が出来、多く学ぶ事が出来、感謝しています。こ
れも全て貴国際研修協力機構をはじめ日本人の友人達のおかげであります。これからもどう
ぞよろしくお願いします。

国 籍 インドネシア

職 種 機械加工

実習実施機関 株式会社石渡螺子製作

監 理 団 体 公益財団法人国際人材育成機
構

ファジャル チトラ ギンティン



優秀賞

心をつなぐ交換日記

ZHOU XIA ER

私は毎日交換日記をしています。私の相手は

会社の会長さんです。会長さんは女性です。

私が昨年の3月に入社してからもう1年以上

も続いています。

会社としては私達2人が初めての実習生で

す。スタートした頃はお互いが少しよそよそし

い感じでした。私は「この会社はどんな会社だ

ろう？いい人達かな？」など期待と不安が入り

混じりました。そして、少しでも早く打ち解け

るための手段として、私達は毎日日記を書くこ

とになりました。仕事や生活で感じたことや問

題点、そして悩みなど何でもいいから書きます。

私はいいアイディアだと思いました。毎日会長

さんは私達2人の日記にじっくりと目を通し、

日本語の誤りを丁寧に添削しながら、必ずコメ

ントを書いてくれます。

しかし、この日記も最初から順調だった訳で

はありません。自分の言いたいことが全然伝わ

らなかったり、相手の言っていることがなかな

か理解できなかったりしたのです。私は実習生

の先輩がいない不便さを痛いほど感じました。

特に最初の頃は私の未熟な日本語から読む人に

誤解を与えてしまい、特に会長さんに嫌な思い

をさせたこともありました。

例えば、私は日記で「私は中国へ帰ったら運

転手になりたいです」と書いたことがありまし

た。すると翌日会長さんは「カスミちゃんはど

うして今の仕事をしているの？帰ってからも今

の仕事を続けないならとても残念だわ」と書か

れていました。その時私が書きたかったのは

「中国に帰ったら運転免許を取りたい」という

意味です。私は「そんなつもりで書いたんじゃ

ないのに」と何度も思いました。日記の怖さは

言葉のちょっとした使い方で、読む人が大げさ

に捉えたり、全然違う意味に理解されてしまう

ことです。そんな時でも会長さんは日記の内容

で気になることがあると直接会って問題を解決

してくれます。

しかし、日記を毎日欠かさず書くのが苦痛に

なることもあります。書く内容がなくて困った

時などは仕事の報告だけになってしまうことも

ありました。そんな時会長さんは「もっと向上

心を持って頑張って」と激励してくれます。会

長さんのコメントで難しい単語がある時は、辞

書で調べたり、それでもわからない時は「昨日

のコメントの内容はどういう意味ですか？」と

質問したりします。また、家族のことで悩んだ

りした時は、母のように私を慰めてくれます。

私は会長さんの言葉で何度も何度も勇気づけら

れました。

私は時々過去の日記を読み返してみることが

あります。それは「困難な時に自分はどうした

いのか？」自分でも思い出してみたくなるから

です。私と会長さんの交換日記はもう4冊目に

入りました。私が帰国する頃にはこの交換日記

が何冊になっているのでしょうか？この交換日

記は私にとっても会長さんにとっても人生の貴

重な宝物になるはずです。会長さんと私をつな

ぐ交換日記はこれからも続いていきます。
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私は中国人です。日本語が上手ではないので、期待はしていませんでした。受賞の知らせ

はさすがに思ってもいなかったです。うれしい気持は言葉で表わしようがない程でした。

皆さんのおめでとうの拍手が夢のようでした。日本に来てたくさんのことを勉強しました。

日本人と友達になった事がきっかけでもう一度人生をやり直したいと思いました。日本に働

きにお金を稼ぎに来ただけではない、うれしい事ばかりです。作文コンクールという大変難

しい貴重な体験をさせて頂いて頑張って書いた作文が優秀賞になったことで私の世界がより

豊かなものになりました。これから、もっと日本語を勉強して心も言葉も日本語が私の母国

語になると思います。今は人生の中で素晴らしい旅程です。ほんとうに日本に来て良かった

です。会社の人とPNJの組合、そして国際研修協力機構、ありがとうございました。

国 籍 中国

職 種 婦人子供服製造

実習実施機関 有限会社プチレダ

監 理 団 体 PNJ事業協同組合



優秀賞

五感を使おう

NIE WEN JIAN

私は中国からの実習生です。毎年、中国の子

会社から選抜された優秀な社員は日本の親会社

で実習する事ができます。帰国した先輩達から

日本で実習のことを聞き、私もいつか日本で実

習できるように仕事に励みました。私の努力が

実り日本へ実習生に選ばれ、去年10月2日にわ

くわくの気持ちで来日しました。

初めて工場の中に入いて、驚いたのは目の前

にある大きさや形の違う機械でした。機械が運

転している音が耳に入ってきます。それと同時

にたくさんの歯車が規制正しく動いているので

す。商品が次々と運ばれます。この情景はテレ

ビでしか見た事がなく、これから私もこの場所

の一員として、働く事ができる。夢のように感

じ、嬉しい気持ちで胸がいっぱいになりました。

早くこの仕事場に慣れるように頑張りたいと心

の中で決めました。

私の仕事はうどん作りです。ラインの流れの

確認や機械が正常に作動している事を操作手順

に沿ってテストを行い確認し、商品の品質保証

が私の仕事です。ラインがトラブった時は警報

が鳴ります。各機械のブザー音は違います。ブ

ザー以外にランプも点燈します。最初の頃はブ

ザーが鳴り出したら、音がどこから出ているか

探すのも大変でした。流れ作業なので、一箇所

のトラブルがトラブルの連鎖となります。私は

一刻も早く問題箇所を見付け出せるように必死

に探しますが一方、トラブルは減りません。ト

ラブルの処置に追われる日々でした。早くこの

仕事に慣れるように気持ちが焦ってきました。

一生懸命にやっているが、上達しない自分に不

安を感じました。指導員も私の不安を感じ取っ

たようです。ある日、私に“五感を使って、やっ

てみて。”と言われました。私は戸惑った表情

でした。指導員は“仕事の中で、視覚、聴覚、

嗅覚、触覚、味覚を目一杯使ってください。”と

私に言いました。私は意識して五感を使う事に

より、段々とたくさんの気づきがありました。

目で見えるのはラインの流れ状況とランプの色

だけではない。機械の動作も見えてくる。耳に

聞こえるのはブザー音だけではない、機械の動

作の音も聞こえます。手で触ってみると機械の

振動も感じます。商品の手触りも感じます。臭

いをかぐと美味しそうな臭いが食欲を誘うよう

になりますが異臭を感じると一早く異変に気づ

きます。試食により、口あたり、舌触り、歯応

え、このような情報から商品品質の確認ができ

ます。五感を使って、様々な情報を感じ取る事

ができて、毎日と何か違う事を感じた時、問題

点に気づき事ができました。もう必死に問題箇

所を見付け出す必要はありません。作業に追わ

れる日々が私の周りから去っていきました。

今日も、私は仕事場に立て、五感で周りの事

を感じ取っています。変化ある毎日の中から、

品質が変わらない最高の商品を作るため、今後

は、第六感を育てて行くつもりです。
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この度は外国人技能実習生･研修生日本語作文コンクールにおいて受賞することができ大

変うれしく思っています。

このような素晴らしい機会に恵まれましたことに、大変感謝致すると共に指導してくれた

日本語の先生および職場の皆様に、心よりお礼申し上げたいと思います。

実はコンクール参加前に、前回の受賞作文を読み、その内容が素晴らしいことから正直な

ところ、自分は受賞者に選ばれるとは思ってもいませんでした。受賞の知らせを聞き、非常

に驚いて思わず歓声を上げてしまいました。

日本へ技能実習に来る事は、日本語の勉強を始めるきっかけとなり、勉強を通して生の日

本文化を知る事だけでなく、日本語でコミュニケーションできることから、人との繋がりが

拡がりました。

この受賞を励みとして、「下学上達」の姿勢で、仕事･語学においても、受賞に恥じないよ

う一層の向上に努力したいと思います。

選出いただき、ありがとうございました。

国 籍 中国

職 種 食品加工

実習実施機関 テーブルマーク株式会社

監 理 団 体 公益財団法人日中技能者交流
センター



優良賞優良賞優良賞

真心込めた物作り

ヴー ティ トゥイ
VU THI THUY

「真心込めた物作り」という言葉を聞いたこ

とがありますか。この言葉は私が働いているシ

バタ精機の「社是」です。私は日本語と日本の

仕事を勉強するために去年の四月にベトナムか

ら来ました。私の仕事は機械で金属をブロック

に加工することです。大きな物から小さな物ま

でお客様のご注文のサイズに合わせて、精密に

加工します。四隅も加工出来るし、四角形から

八角形まで加工出来ます。

毎週月曜日の朝礼では、挨拶してから、皆で

一緒に大きい声で「真心込めた物作り」を唱和

しています。大事な言葉ですので、皆で大きい

声で言います。「真心」という言葉を辞書で調

べたことがあります。「真心」とは「私利私欲を

捨てて、正直に熱心に何かをする心」です。こ

の言葉を考える時に、私は今までに人のために

何かを作ったことがあるか考えました。ベトナ

ムにいた時に、母に料理をよく作りました。母

に喜んでもらいたいですので、作る時によく考

えました。まず母はどんな料理が好きだろう

か、何を作れば喜ぶだろうか、母の健康のため

にどうやったら、栄養価の高い物になるか、そ

して出来上がった料理をお皿のどこにどんなふ

うに置いたら、一番きれいだろうか、と考えま

した。母のために母の好きな食べ物を作って、

きれいなお皿にきれいに入れて、母に出します。

母は料理を見て、とても喜んで、感動して「あ

あ美味しそうですね。トゥイちゃんありがと

う」と言ってくれます。母は料理を食べて、見

て、いつも私の気持ちに気がついてくれます。

仕事も同じです。お客様のことを考えて、製

品を作ります。お客様はどんな製品をもらった

ら、喜ぶだろうか、製品の面はキズがなくて、

きれいな方が良いし、精度は注文の寸法にピッ

タリ入らなければなりません。また、製品を出

荷する時間は注文の時間に間に合うかも考えま

す。お客様が困らないように時間通りに出荷出

来るように仕事を早めて、完成します。それか

ら、梱包の担当の人がお客様が箱を開けて喜ん

でくださるように、きれいに入れます。真心込

めて仕事をして、良い品質の製品が出来て、き

れいな箱にきれいに入れて、お客様に出します。

お客様もきっと私たちの気持ちに気がついてく

れると思います。

真心を込めて、良い品質の製品が出来たら、

必ずお客様が喜んでくれます。更にお客様が製

品を見て、感動すれば「この会社は良い会社で

すね」と言ってくれます。そうすれば、お客様

はまた注文してくれます。その時に、もう一度

感動する製品を作れば、会社はお客様から信用

してもらえると思います。それで、会社はます

ます発展して行くでしょう。「真心込めた物作

り」は会社にとっても、日本の仕事を勉強して

いる私にとっても、忘れてはいけない言葉です。

「真心込めた物作り」の言葉をいつも忘れな

いで、仕事をして、日本の技術とこの言葉をベ

トナムに持って帰るつもりです。

国 籍 ベトナム
職 種 機械加工
実習実施機関 シバタ精機株式会社
監 理 団 体 福岡素形材産業協同組合
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何事でも真剣が大事

CHEN XIN

物語は私が日本に来てから二回目の誕生日に

遡る。

今年の誕生日も例外なく会社で過ごします。

身内は遠い中国にいるので、とても虚しい。

以前、中国にいる時の誕生日も盛大な誕生日

パーティーはありませんでしたが、母の手料理

と長寿麺がありました。記憶の中で、毎回誕生

日の日の朝は母に起こされ、母は両手に赤いゆ

で卵を持ちながら「我が娘よ、お誕生日おめで

とう。これからも長生きする様に順調で良いこ

とが沢山あります様に。」と呟く。私は、誕生日

のお祝いに歌の様な母の言葉に感動させられ、

ずっと笑っていました。

そして今、ただ他の同僚と同じ作業服を着て、

真面目に仕事をしています。以前の誕生日の光

景が頭から離れませんでした。今日は誕生日だ

から少しだけサボっても大丈夫でしょうと思

い、仕事を止めて静かな場所で家に電話を掛け

ようとしました。「陳、ちょっと事務所に来な

さい。」私は課長の言葉に夢から覚めたように

現実に戻されました。あーやはり仕事中に電話

をしてはいけません。でも、今日は誕生日だか

ら課長に許してもらえるかもしれない。と考え

ながら課長に電話をする理由を正直に言いまし

た。そして、思いもしない課長の言葉に感動し

ました。それは、私の職業生涯に最も価値のあ

る言葉でした。

まず、規制やルール違反、真面目に仕事をし

ないことについて課長に指摘されました。その

後すぐ、優しい先輩の様に、「陳、事業がある時

は、まず課長に報告しなさい。誰でもホーム

シックになるから。」と言ってくれました。こ

の言葉を聞いた途端、自分がやってはいけない

ことをやっていたと分かりました。悔しくて、

言葉がありませんでした。心の中では必ず優秀

な社員になろうと自分を励ましました。

最後、課長に「陳、仕事に戻りなさい。お誕

生日おめでとう。」とお祝いの言葉も貰いまし

た。

仕事が終わって帰ってから母に電話をしまし

た。母にも今日の出来事で叱られました。また

優秀な社員になるために、沢山励ましてくれま

した。

日本はもう完全に春になり、課長と母の言葉

も春のそよ風のように私の心に吹き入りまし

た。これはどんなに良い誕生日の贈り物でしょ

う。このことで、私は「真剣」という文字の意

味を深く理解できました。仕事はどんなに簡単

でも、どんなに複雑でも、どんなに愚かでも、

どんなに賢くても「真剣」にやれば結果が見え

る。真剣でなければ、全てゼロ。何もなりませ

ん。

これはどんなに貴重な出来事だろう。「尊敬

する課長様にありがとう。」「愛する母にありが

とう。」みなさんの指導と教育があってこそ私

の未来が開きます。私の職業生涯もきっとより

一層美しくなると思います。

国 籍 中国
職 種 電子機器組立て
実習実施機関 旭電器工業株式会社
監 理 団 体 ELC事業協同組合
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収穫の始まり

LIU LI LI

時間が経つのは早いもので、あっという間に

日本に来て5カ月が過ぎました。日本での実習

も生活も新しい事ばかりでワクワクしながら過

ごしています。中国に「万事、始めが困難」と

いう諺がありますが、実習も第1歩が肝心なと

ころで、キーポイントです。

この数ヶ月の実習を振り返って、本当に忙し

く、充実をしていたと感じています。それに、

自分に得るもの、つまり収穫が沢山ありました。

絶対忘れられないのは、実習が始まったころ、

大変緊張の連続で、何も分からず不安で一杯な

時でした。最初は、作業に関する専門知識を日

本人スタッフの皆に一生懸命に教えて頂きまし

た。教えて頂いた事を覚えられなくて、直ぐ忘

れてしまって、旨く作業が出来ず、悩みました。

そうすると、石井さんという同僚から、「教えて

もらった事をメモするといいよ。」とアドバイ

スを受けました。それから2週間ほど続けてみ

ました。そうすると3週間目で作業手順が覚え

られている事に気が付き、嬉しくてそしてホッ

としました。

でも、1ヶ月ほど経ったころ、実習中に許さ

れないミスを犯してしまいました。工場で一番

高い部品を、私のミスで壊してしまったのです。

所長が、きっと私の事をきつく叱りつけるだろ

うと、怖かったのですが、恐る恐るリーダーの

方に報告をしました。数分後に所長がやって来

て、1分ほど部品をチェックしてる間、私は心

の中で「怖い」と声が出ないくらい脅えていま

した。すると私に、「これからは、気を付けて」

隣の石井さんに「もう一度、彼女に教えてくれ。」

と言って、戻って行きました。私は、「えー！こ

れで終わり？叱られないの？弁償は？」と所長

の後ろ姿を見て思いました。その時、不思議な

感覚に襲われ、目から涙が溢れ出てきました。

謝っても許されないミスを犯したのに、叱られ

もせず、弁償もなく、石井さんは、私の涙を拭

きながら、「分からない事があったら、直ぐ聞い

てね。」と優しい言葉をかけてくれて、熱心に作

業を繰り返し、教えてくれました。その日の夜、

教えて頂いた事をメモをしながら、もう2度と

同じミスをしないと心から誓い、それからは、

同じミスはしていません。怒鳴って叱り、ミス

を反省させる事もできますが、それよりも、「こ

れからは、気を付けて」と、優しく言われた事

が、私にはとても辛く、深く反省をしました。

実習が始まって、すでに5カ月が経ちました。

今、一番の収穫は、専門知識と技術が身に付き

始めたと実感したことです。そして、所長の様

に優しく、人を教育することを学んだことと石

井さんと友情が芽生えたことが、とっても嬉し

くて、大きな収穫でした。これからも、修理・

組立て以外の知識・技術を身に付けたいし、石

井さん以外の多くの人とも友達になりたいと

思っています。

私の収穫は、まだまだこんなものではありま

せん。この先は、まだまだ長いのですから。

国 籍 中国
職 種 電子機器組立て
実習実施機関 株式会社日本アシスト
監 理 団 体 協同組合企業交流センター
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誤差

CAI LI MIN

私はファッション業の実習生です。メジャー

は私達が日常作業によく使うはかりです。ウエ

スト55㎝、裾25㎝、許容範囲±0.5㎝等、データ

を作業前に頭に記憶します。作業中時々メ

ジャーで測って適合かどうかの確認をする。製

品が出来あがれば、検査を行う。許容範囲外で

あれば例え0.1㎝でも不適合とされる商品とし

て出荷できません。お客様が見ても、着用して

も何もおかしくないかもしれませんが、それは

商品としての基準であり、会社としての約束で

もあり守らなければなりません。これは会社の

教えです。正直に言えば、日本に来て初めの頃、

私は本当に1㎜まで追求する必要があるのか疑

問で理解できなかった。着る物であれば見た目

が綺麗で快適で丈夫だったら良い商品として見

なされるべきではないでしょうか。厳しすぎる

と思ったりもしました。しかしその甘い考えが

大変苦しい思いを招いてしまいました。

来日してから3ヵ月余りが経過したある日の

午後の事です。「蔡さんちょっと来て。寸法違

いよ。ダメでしょう。手直しよ。」数十枚の商

品が私の前に置かれた。指導員の厳しい顔に大

変な事をしたと気付いた瞬間、寒気が頭から爪

先まで流れた様に感じた。吃驚した私は慌てて

寸法を測った。許容範囲外0.1㎝だけなのに…。

大きく違ってないから、できれば許してもらい

たいと思っている私の心を指導員さんが読み

取ったようで「規格というのは商品としての基

準でありお客様との約束です。例え1㎜オー

バーしても商品としては成り立たないしお客様

との約束を破ることになってしまいます。それ

は大変恥ずかしい事であり会社としては許され

ない事です。基準を目指し頑張ってはじめて許

容範囲内に収まる。0.5㎝まで許されるという

考え方では絶対にオーバーしますよ。縫製だけ

ではなく何事においてもちょっとだけなら許し

てもいいと思ったら予想より何倍ものズレが生

じるよ。自分に厳しくしなければ人には信頼さ

れないよ。」私は恥ずかしくて仕方がなかった。

黙って手直しを始めた。手直しは最初から作る

より何十倍もの時間がかかった。何枚の商品を

直したのか身体がどの位疲れたのかも今は忘れ

たが、あの時に恥ずかしさで一杯になり自分が

人に信頼されない人間だという苦しい思いだけ

は生涯忘れられないと思う。あれから、自分に

厳しくしなければ人に信頼されないよという声

が耳に響く。私は時々自分に問いかける。自分

の心の基準をきちんと守っていますか。悪いと

思いながらも許してしまった事がありません

か。自分は人に信頼される人間ですか。1㎜の

誤差で良品と不良品の違いになり、小さな事を

厳守できるかどうかの差で信頼される人間とさ

れない人間の違いになる。小さな事でも一つ一

つ守れば大きな信頼につながる。小さな過ちを

許せば大きなミスにつながる。物造りだけでは

なく、人生もそう。私は誤差のない人生を歩み

たい。あの日あの時の教訓、有難う。指導員さ

ん。

国 籍 中国
職 種 婦人子供服製造
実習実施機関 株式会社伊予繊維
監 理 団 体 えひめファッション産業協同組合
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実習の旅

CHEN YU ZHI

三年前、新しい生活に期待と不安が入り混

じった気持ちで日本に来ました。いろいろな

チャレンジが待ち受けているだろうと思ってい

ました。

日本に来たばかりの時、よくわからない生活

の道に足を踏み入れました。その時とても心配

しました。初めての挨拶、初めての買い物、初

めての外出……今まだ覚えています。今思い出

すと思わず笑ってしまいます。

私が会社に入って2年間ぐらい勉強、生活と

仕事をした頃、日本の生活にだんだん慣れてき

ました。毎日みんなで温かい挨拶をするのが楽

しみで、仕事をしていました。

今から8ヵ月ぐらい前のある日、突然部長と

課長と中国の担当先生が、一緒に寮に来ました。

彼らの表情はとても厳粛でした。直感的に悪い

事が発生したと思いました。果たして、会社は

仕事がなくなった、会社もなくなると通知され

ました。これを聞いたとき、みんなはあっけに

とられてしまいました。日本に来る前、三年間

の実習を約束しました。次はどうなるのです

か。わかりません。帰るか？新しい仕事を探す

か？その時水泳ができない人が救命ブイを取ら

れたようで、全然何にも考えられませんでした。

でも時間も生活も待っていません。どうあって

も自分と家族のために、三年間の実習は必ず頑

張り抜く。そのことは私の心から離れませんで

した。

しばらくして私たちの新しい会社が決まりま

した。去年8月21日、今の会社に入社しました。

8ヶ月を経て新しい仕事や環境や同僚もだんだ

んわかりました。毎日楽しみに仕事をしています。

どこでも一生安泰の仕事も未来永劫つぶれな

い企業も存在しません。そんな中で私は幸運な

人だと思います。私を成長させてくれた人、手

伝ってくれた人はいっぱいいます。心から感謝

しています。

今の会社では新しいチャレンジがありまし

た。それは社員全員が、毎月改善提案を提出す

るのです。私たちも日本語で書いて提出しま

す。以前の会社ではなかったことです。これは

良いことだと思います。技能実習生も社員も全

員が、仕事の効率を高めることや大胆に創意工

夫する時間を持てるからです。

また今の会社では、毎週定期的に日本語を学

習する時間があります。会社の担当先生と会話

や仕事の言葉を勉強しています。

日本にいる三年間にいろいろなことを勉強し

ました。例えば挨拶は必ずします。遅刻欠勤な

どの連絡は早めにします。何かを伝える際は要

点をまとめてからします。会議では必ずメモを

取ります。社内の噂話に乗りません。公共の場

では社内の話をしません。体調管理に気をつけ

ます。ミスや事故は隠さずに嘘をつかずに、早

めに報告連絡相談します。明日の行動を確認し

てから寝ます

日本で得た体験は、私の人生にとってとても

貴重です。私の実習の旅はいろいろなことを教

えてくれて、もうすぐ終わります。

国 籍 中国
職 種 プラスチック成形
実習実施機関 米新工業株式会社
監 理 団 体 静岡県経友会事業協同組合
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日本人の「両面性｣

姜 海 洋
JIANG HAI YANG

日本に来て一年半、実習生活でいろいろ体験

しました。ある出来事で、私は日本人の「両面

性」が分かりました。その「両面性」とは仕事

や後輩に対しての厳しさと優しさです。

入社当初のことでした。ある日、出荷する商

品が大変多くて、みんなが忙しくて、猫の手も

借りたいぐらいでした。私はもちろん日本に来

たばかりなので、仕事のスピードがまだまだ遅

くて、仕事の流れについていけませんでした。

気持ちが焦ってしまって、早くするために商品

を投げたりしてしまいました。その時突然、「何

をしているの。」と耳に怒り声が入りました。

私がびっくりして見ると、日本人の先輩がまっ

赤な怒り顔をして、私の横に立っていました。

先輩に「商品を投げたらだめとは知らないの。

何で投げるの。」と聞かれて、私は「忙しいから、

間に合わないから。」と小さな声で答えました。

すると、先輩に「商品はお客さんに提供するも

ので、いくら忙しくても、丁寧に取り扱わない

とだめだ。」と怒られました。忙しいにも関わ

らず、私が投げた商品を全部開封して、折れて

いないかどうか検査をしました。それで、私は

日本人の仕事に対しての厳しさを改めて認識し

ました。

でも正直、その時はみんなに迷惑をかけて申

し訳ないと思っていますが、商品が折れたりし

たことがなく、大丈夫だったので、忙しいのに

検査をしなくても良かったとも思いました。

その件の二日後、私が食道で昼ごはんを食べ

ていた時、その日本人の先輩は「横に座っても

いい。」と言って私の横に座りました。食事を

しながら、先輩は私に「最近落ち込んでいるよ

うに見えましたが、この間の件のせいですか。」

と聞きました。私は怒られる覚悟をして先輩

に、あんなに忙しいのに時間をかけて検査した

理由を聞きました。意外にも先輩は怒ることな

く、理由を説明してくれました。それは、お客

さんに責任を持って自信を持って商品を提供す

るため、私達の工程まで頑張って仕事をしてく

れた同僚達の努力を尊重するために、ちょっと

でも不良になる可能性を無くしたいからとのこ

とでした。先輩の話で私は自分の浅い考えを恥

ずかしく思いました。同じ仕事をしているの

に、私は自分の都合しか考えなかったが、先輩

はみんなのことを考えて仕事をしていることに

驚きました。もっと私が驚かされたのは、話の

最後に先輩は「もっと早くお前にじっくり話し

て、フォローしたらよかったのに。なかなか時

間を取れなくて、今になってしまってすまない

ね。」と言ってくれました。私は心から先輩の

優しさに感動しました。

それから私は先輩を見習い、丁寧に確実に仕

事を取り組む努力をしてきました。まだまだで

きませんが、将来、先輩なような優しさと厳し

さの「両面性」を持つ人間になりたいと思いま

す。

国 籍 中国
職 種 印刷
実習実施機関 株式会社グラフィック
監 理 団 体 オービーシー協同組合
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チャンス

グエン ゴック ホアイ トゥオン
NGUYEN NGOC HOAI THUONG

私は23歳のベトナム人です。

実習生として日本に来るために一生懸命努力

しました。夢が叶って大きな希望を持って去年

9月2日に13人の仲間と日本に来ました。成田

から鹿沼へ向かうバスの中から見た日本に驚き

ました。人も車もたくさんなのに、とても静か

です。ゴミもなくて空気がきれいです。

1ヶ月の講習を終えて、歯医者の使う医療器

具を作る会社に入社しました。最初に上司から

会社の状況と製品の説明を受けました。日本人

の働く意識はすごいと思いました。社員全員が

「会社をもっともっと発展させて世界一にす

る」という夢を持っています。真面目に、熱心

に仕事をしています。見学が終わるとたくさん

の社員が実習生を笑顔で歓迎してくれました。

国を離れ、不安な私達を温かく迎えてくれてと

ても幸せでした。

担当部署では、冷たくて小さな金属の製品に

触った時はとても感動しました。私はこの立派

な会社の一員になれるんだとワクワクしまし

た。それで、小さい声で「これは私の機械。毎

日“5Ｓ”を実施して良い製品を作るのだ。毎

日頑張ってやろう」と自分に言いました。他に

も学ぶことがたくさんあります。技術的なこと

をマスターして、信頼を得ること、日本語も覚

えなければなりません。最初に心掛けたのは、

元気に挨拶することです。

ベトナムでは一日中同じ挨拶なのに、日本は

朝昼夜と違います。笑顔で大きな声で挨拶しま

す。教えてもらったことは必ずメモするように

します。分からないことは上司に聞いて確認し

てからやります。自分勝手な判断は絶対にして

はいけません。

私は不良品を作ってしまったことがありま

す。上司にすごく叱られると思いましたが「人

間ですから初めての時はミスがあっても仕方が

ないです。これからは注意して頑張ってくださ

い」と言われました。その時、私は「もう、不

良品はださないようにしよう」と決心しました。

本当に専門も人間性も素晴らしい上司です。

私は他の社員ととても仲良くて、忙しい時は

皆で助け合って計画通りに仕事をしています。

そのような人達に囲まれて段々職場内で信頼し

あえるようになりました。ファミリーと同じで

す。疲れた時は日本人の同僚が「トゥオンちゃ

ん頑張って！！」とお母さんのようにハグして

くれます。温かい気持ちになります。

こんな素晴らしい会社に入社できるチャンス

をもらえてとても幸運です。ぜひ残りの時間を

大切にして、努力を怠らずに過ごしたいです。

毎晩、寝る前に「皆さん今日もありがとうござ

いました、明日も宜しく！」とすべての人に感

謝の気持ちで言います。実習を終えてベトナム

へ帰った時、素晴らしい3年間だったと思える

ように、精一杯頑張ります。

国 籍 ベトナム
職 種 電子機器組立て
実習実施機関 株式会社ナカニシ
監 理 団 体 鹿沼機械金属工業協同組合
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日本製

WANG MENG JIE

日本語を覚えるために、日本の縫製技術を学

ぶために、私は技能実習生として日本に来まし

た。一年が過ぎました。私は日本の全てが大好

きです。綺麗な空気、優しい人たち、安全で美

味しい食べ物、それから信頼できる高品質な日

本製品。

この一年間、収穫がたくさんありました。日

本語が上手になった、日本の縫製技術を身につ

けた、そして工場で日本人の友達ができました。

一番の収穫はなぜ日本製品がみんなに好まれる

のか、わかったことです。

私が今働いている婦人服製造会社は、独自の

ブランドを持って、仕入れから設計、縫製、販

売まですべて自分たちでする会社です。自分た

ちが作った洋服が売れるかどうかは、品質に大

きい関係があると気づきました。日本の工場で

働いて、一番感じたのは日本の縫製技術が進ん

でいることです。それから初めてどうして日本

製がみんなに歓迎されるのがわかったのです。

日本製のものはいくつかの特徴があります。壊

れない、使いやすい、外見も綺麗。

日本の会社は仕事でスピードも品質も厳しく

追及します。いつも工場の責任者に言われてい

るのは速く綺麗に縫ってください。速さと綺麗

さ両方を求められるので、中国から来たばかり

の実習生には厳しい要求です。なぜなら、中国

の工場は品質よりスピードが求められます。中

国人より日本人のほうは細かくて真面目で丁寧

です。どんな小さなことでも見逃しません。日

本の工場で、一ミリの誤差でも許されませんが、

中国人から見たら、一ミリは誤差ではありませ

ん。気にする必要ないと言われます。そこの意

識の差から品質の差が生まれたと思います。

わが社はテレビショッピングにも出ていま

す。自分の手で縫った洋服はテレビを通して日

本全国の人に知ってそして買ってもらえるなん

て、本当に誇らしいことです。「今回の洋服全

部売れたよ、追加注文も来たよ」と聞いて、嬉

しい気持ちでいっぱいです。初めてテレビ

ショッピングの番組を見た時の感動を忘れられ

ません。ちょうど裏地が紹介された時、「あ、あ

の裏地は私たちの班で縫ったものでしょう」と

私たちは嬉しくて大声を出しました。あれか

ら、私の仕事態度が変わりました。綺麗に速く

縫うことを常に心がけて仕事するようになりま

した。わが社の作った洋服は日本製だと表示さ

れています。その表示に負けないような洋服を

縫わなければならないと思いました。日本製品

は品質がいい、信頼できるとの評判だからです。

国 籍 中国
職 種 婦人子供服製造
実習実施機関 株式会社YUMEMIDO
監 理 団 体 福岡アパレル協同組合
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気づく力

MA TIAN

私の工場にはたくさんの人が働いています。

若い人もいれば、ベテランの人、男の人もいれ

ば女の人もいます。この工場で実習をはじめて

もうすぐ一年半になりますが、この一年半で

分ったこと、それは「気づく力」です。

工場の同じフロアには、私と同じ作業をして

いる人もいれば、全く異なった作業をしている

人もいて、基本的にはみんなバラバラで作業を

しています。

ある日、私は朝から部品の組立ての作業をし

ていました。二月の雪の降る日で、とても寒い

日でした。この時間は毎年忙しいらしく、その

日も一日に組立てなければならない部品がたく

さんあり、私は一日に作らなければならない個

数を時間通りに仕上げることができるか少し心

配していました。午後の四時半頃になり、定時

の時間が終わるまで、ある一時間程度。いよい

よこのペースでは間に合わない、まっと今日残

業することを覚悟していた時、隣で作業してい

たおばちゃんが声を掛けてきました。「私、終

わったから手伝ってあげるよ。」私はそんなこ

と言ってもらえるとは思っていなかったので、

とても嬉しかったです。本当は自分一人でやら

なければならない作業をやってもらったこと

で、申し訳なく思いながら残りを仕上げました。

さらに仕事が定時に終わるのが見えてきた時、

さっきのおばちゃんが隣で作業している男の人

に声を掛けて、「残りの分、私が手伝ってあげ

る。」とまた言っていました。感心したのは、作

業のスピードが早いこともそうですが、自分の

量だけでなく、他人の分も、嫌な顔をせず手伝っ

ているところでした。きっと私だったら、自分

の分が早く終わろうものなら、それに合わせて

時間を使い、作業をしていたかと思います。日

本人の働き方のすごさを改めて感じました。

こうした配慮、気づきは日本人ならではのも

のです。自分のことだけを考えて仕事をするの

ではなく、職場全体のことを考えながら働くと

いうことは、日本人の素晴らしい姿勢だと言え

ます。

常に人のことを気づかいながら、そして、一

見自分の作業に集中しているように見せかけ

て、実は周りのことをよく気にし、見えている

点、これはある程度の余裕がなければできませ

ん。今回は実際に私が手伝ってもらったおば

ちゃんの話ですが、他の職場の人々も同じよう

に周りの人を手伝うことをよくしています。日

本人のこの素晴らしい考え方を私もまねしてこ

れからも実習を続け、母国に帰っても同じこと

をやりたいと思います。

世界中の人々がこんな考え方で働いていけ

ば、きっと平和な世の中が続くと感じました。

技能実習を通じて、技術だけでなく、こんなに

すてきな考えを学ぶことができ、日本に来るこ

とができたことを誇りに思いました。

国 籍 中国
職 種 プリント配線板製造
実習実施機関 エヌシー産業株式会
監 理 団 体 関西経友会事業協同組合
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挨拶のチカラ

バラガ エドワード ジュニア オソリオ
BALAGA EDUARDO JR. OSORIO

僕が実習生として日本に行く前、PNTC学校

で日本語の授業を受けていた時の事です。ハ

リー先生は「日本でのトレーニングがいくら大

変でも3年間頑張り続けるにはどうしたら良い

と思いますか」と私達に尋ねました。クラス

メートは「どうしたら仕事を楽しめるかを考え

る事。日本人と良い関係を築き、友達を増やす

事が大切」と答えました。「日本人と良い関係

を作ることという意見を聞いた時、僕はそのよ

うな事が自分には出来るのだろうかと思いまし

た。なぜなら僕は日本語がペラペラじゃなくて

日本人とコミュニケーションを取る事は難しい

と思ったからです。

現在、私は実習生としてトレーニングを受け

ています。会社ではフィリピン人が働いていな

かったので会社で働いている人達はフィリピン

人がどんな人なのかを知りませんでした。この

状況だったため一緒に働く日本人と良い関係を

作る事は更に難しく思えました。

また、トレーニング開始時、日本語を使う事、

文化や習慣の違い、仕事の大変さなどの様々な

ストレスがありました。その中で、一番ストレ

スに思った事はどうすれば日本人と仲良くなれ

るのかが全く分からないという事でした。そん

な時、ふと石原先生が言った事を思い出しまし

た。それは「挨拶のチカラ」という事でした。

石原先生によると日本人の心を捕らえるには挨

拶が大事だという事でした。ですから、毎日現

場で会った人皆に笑顔で元気な声で挨拶しよう

と心に決めました。初めてしてみた時、僕が挨

拶しても返してくれない人がたくさんいまし

た。そのせいで、悲しくなり、やめてしまおう

かとも思いましたがせめて一週間ぐらいは続け

てみようと自分に言い聞かせ、続けてみました。

3日経っても何も変わらず、挨拶を返してくれ

ない人がほとんどでした。

一週間後の事でした。僕がコンビニでお弁当

を買っていると「いつも元気なエド君、おはよ

う」と同僚が笑顔で優しく声をかけてきてくれ

ました。しかも、その同僚は「後で一緒に昼ご

はんを食べよう」とまで誘ってくれたのです。

その後、友達はどんどん増えていき、より良い

関係も築きはじめる事が出来ました。これも全

部、挨拶のチカラのおかげだと思います。

このような経験をした僕だからこそ、実習生

のみんなへ伝えたい事は、もし早く日本人の同

僚と仲良くなりたいと思うなら、まずは挨拶を

してみて下さい。いくら挨拶が返ってこなくて

もめげずに繰り返し挨拶をしてみて下さい。元

気な挨拶は必ず友達作りのきっかけとなります

国 籍 フィリピン
職 種 鋳造
実習実施機関 日立金属株式会社
監 理 団 体 協同組合フレンドニッポン
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私たちみんな責任者

WANG RUI RUI

去年の2月19日、私は故郷に別れを告げ、不

安と期待を抱いて日本の福岡にやってきまし

た。初めて全く知らない国に来た私は実習に対

する情熱と新しい環境への好奇心で胸がいっぱ

いでした。

私が今働いている会社は中高年向けの婦人服

製造会社です。生地の仕入れから、デザイン、

縫製、販売まですべてわが社自分で行うアパレ

ルメーカーです。会社の作った洋服が売れるか

どうかは、品質に大きく関係していると、入社

した初日から言われました。

デザインも品質もよくてしかも値段も手ごろ

でないと洋服が売れない時代になってきまし

た。会社に入った当時はここの厳しい縫製基準

とルールに慣れなくてミスがたくさん出たこと

もありました。以前中国の服装工場で働いた時

に一番求められたのは数量と効率です。日本は

違います。数量も大事ですが、一番大事なのは

品質です。わが社では品質に対する厳しい基準

が決められています。お客さまに100パーセン

ト保証することは会社の方針です。消費者に満

足していただくには高品質の洋服を作らなけれ

ばなりません。不景気のなか、消費者の信頼を

得られることが今のアパレル業界を生き残る方

法だと思われます。

縫製というのは洋服の品質を現す大切な工程

です。つまり会社の洋服が売れるかどうかに

は、縫製の仕事をしている私たち実習生にも責

任があります。それを分かってから、私は仕事

する気持ちが変わりました。ミスが出ないよう

に、縫う作業を行う前も途中も終わった後も、

こまめに確認することは非常に大事です。一枚

の洋服を完成するには、裁断、芯貼り、アイロ

ン、ミシン、検品など、たくさんの作業が行わ

れます。裁断で裁った生地は前身ごろ、後ろ身

ごろ、袖、襟に分けられてアイロンとミシンに

回されます。私たちは流れ作業なので、それぞ

れ分担された仕事をします。みんな責任者で

す。自分が担当した仕事はミスが出ると、次の

仕事まで流れなくなります。工場全体の仕事に

迷惑をかけることになります。

一年が経って、私は今先輩として新しく来た

実習生に仕事を教えています。「ミスを出さな

い、ミスを隠さない」は私の信条です。後輩に

「任された仕事は責任を持って完成すること」

と教えています。私たちは会社とお客さまに責

任があることを教えています。三年間それを忘

れないでみんなでがんばりたいと思います。

国 籍 中国
職 種 婦人子供服製造
実習実施機関 株式会社ミック
監 理 団 体 福岡アパレル協同組合
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やる気があれば何でもできる

グエン シ－ トゥアン
NGUYEN SY TUAN

私はトゥアンと申します。ベトナムの田舎の

出身です。実習生として来日しました。ベトナ

ムと日本は東方文化の影響を受けてきました

が、仕事の考え方の差はかなり大きいです。日

本に来て以来、街の繁栄や清潔さなどに驚きま

したが、それにも増して驚いたのは日本人の仕

事のやる気です。

私はベトナムにいたとき、仕事中によく「疲

れた。眠い。」と言っていましたので、悪循環し

て、みんなやる気がなく、暗い顔をして仕事を

していました。

しかし、私は日本の会社に入って半年ぐらい

経ったとき、1つのことに気がつきました。口

癖ができていたことです。それは、「元気です。」

と「頑張ろう。」という言葉です。日本人はよく

この2つの言葉を言います。私は以前、全然日

本語が話せませんでしたから、ずっとこの2つ

の言葉を真似していました。

日本の会社に入ったばかりのころ、私はよく

先輩に「元気がないね。大丈夫？」と聞かれま

した。多分毎日暗い顔で仕事をしていたと思い

ます。私は日本人の真似をして「元気です｡」と

言っていました。この言葉はとても不思議で

す。暗い顔では言えません。自然と笑顔になり

ます。そして、毎日「元気です。」と言っている

と、不思議と毎日笑顔で仕事できるようになっ

ていました。

そしてもう1つ、日本人はいつも笑顔で「頑

張ろう。」と言ってくれます。私はいつも元気

をもらいます。ですから、私もよく「頑張ろう。」

と言うようにしています。「元気です。」で自分

が笑顔になって、「頑張ろう。」で周りの人を元

気にする。私はこれからずっと続けていこうと

思います。

日本人は仕事の効率がいいと言われていま

す。ルールに基づいて作業を進め、ホウ・レン・

ソウもちゃんと行うし、職場の雰囲気もいいで

す。やる気が増すとともに仕事の質も量も上が

ります。日本人がずっと質のいい仕事ができる

のは仕事に対するやる気と関係があると思いま

す。ベトナム人は真面目で頭がいいですが、仕

事に慣れた時は、不注意になりがちですから、

日本人の仕事には見習う点がたくさんあると思

います。

日本人は日本の発展のため一人一人が一日一

日頑張っています。やる気があれば、何でもで

きる。ベトナム人もベトナムの発展のため、自

分の手で、頑張ろうではありませんか。

国 籍 ベトナム
職 種 印刷
実習実施機関 株式会社グラフィック
監 理 団 体 オービーシ協同組合
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日本人は義理人情に厚い

LIU YANG

日本に来る前は、日本人は義理人情に厚いと

聞いていましたが、技能実習生として九州テ

イ・エス大分工場に入社して初めてその事を肌

で実感できました。

僕が入社したばかりの時、間違いだらけで実

習指導員の課長によく叱られ大変な思いをし

「なんて義理人情のない人だろう」と思ってい

ました。

しかし、時間が経つ連れ、その思いが変わり

ました。

その思いが初めて揺れたのは僕がシルバー不

良を出した翌日でした。課長がその不良に関す

る分析や対策を丁寧に指導してくれた後、「今

回は製品の異常で良かったが、もし機械の異常

であったら、どんな危険が起こるか想像できな

い。いつも厳しく言うけど、ご両親が君を僕ら

に預けたのに、3年後、怪我をして帰国したり、

事故で帰れなくなったら、僕らはどうやってご

両親に説明したらよいか、ご両親が悲しむだろ

う。」と言ってくれました。それを聞いて悔し

い気持ちいっぱいでした。僕のような家族を離

れて異国で実習している者に対して、こんなこ

とまで温かく見守ってくれているのに、課長は

義理人情のない人だと思っていた僕こそ、情け

ないではないかと思うようになりました。

その後、僕の涙が出そうな顔を見て、さらに

「そんな小さなシルバーは、たぶん僕では気づ

かないが、君は発見できたんだよ。ということ

は、君は検査の能力がかなり身についたという

ことだ。もし、発見した時にすぐ報告してくれ

たら、不良を防ぐこともできたし、僕はきっと

褒めてあげたと思うよ。今後、このようなこと

があったらぜひ自信を持って報告するようにし

てください。」と励ましてくれました。僕は本

当に検査の仕事が好きなのです。でも、短期で

強気な僕は、検査のスピードの事ばかり気にし

て「質より量」になっていました。これからは、

絶対に課長に心配させないように頑張ろうと決

心しました。

しばらくしてから、僕が配属している生産1

課は、1か月間不良流出ゼロで品質褒賞金が課

員全員に渡されました。その時、「毎日、真面目

に仕事してくれてありがとう。金額は大したも

のではないけれど、会社からみんなへの感謝の

気持ちだ。これは、実習生、日本人スタッフ関

係無く生産1課全員の努力の成果だ。このまま

継続していこう。」と課長は言ってくれました。

もうこれ以上の心温まる言葉はありません。課

長は義理人情のない人だという思いがその時点

で消えました。

僕の実習現場には、課長をはじめ、義理人情

に厚い人がたくさんいます。こんな義理人情が

溢れている現場で実習できることを凄く誇りに

思っています。自分の実習生活は、後1年半し

か残っていません。この短い期間で、日本人が

義理人情に厚いという素晴らしさに負けないよ

う、仕事のコツをしっかりと身につけて日本人

スタッフとのコミュニケーションが取れるよう

に頑張りたいです。

国 籍 中国
職 種 プラスチック成形
実習実施機関 九州テイ・エス株式会社
監 理 団 体 ELC事業協同組合
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最初が肝心

LU WAN JUN

この言葉は、私が日本に来ていろいろ学んだ

中で、一番印象深い言葉です。

「最初」は文字どおり一番初めです。「肝心」

は大切という意味です。

日本へ来たばかりのある日、ケースを作って

いたとき、底のテープの真ん中が浮いていまし

た。日本人の先輩に「ダメですよ。」と怒られま

した。その時はおかしいと思いました。「見え

ない所ですから、大丈夫じゃないですか。」と思

いました。でも、日本人の先輩に、「汚いから、

あかん。」と言われました。またラベルを貼る

時も、「斜めになっているよ。」「しわがはいって

いるよ。」「角が浮いているよ。」と、何度も注意

されました。その時、私は本当に「うるさい」

と思いました。日本人はどうしてそんなに厳し

いか、理解できませんでした。自分は気分が悪

いし、とても悔しかったです。どうしたらいい

かわからなくて思い悩みました。

そしてある日、私は先輩に、「見えないところ

ですから、ちょっと角が浮いても大丈夫だと思

います。どうしてそんなに厳しいですか。」と

言いました。言ってからすぐに後悔しました。

先輩に怒られると思いました。でも先輩は、「確

かに、このラベルだったら大丈夫かもしれない

ね。」と言いました。私は不思議に思って、「で

は、どうしてそんなに厳しいですか。」と聞きま

した。先輩は優しい声で、「小さい事を軽くみ

ていると、大きい失敗に繋がるよ。最初に悪い

方法を覚えたらあとでは直らないよ。何度も最

初がだからね。いつもきつい言い方してごめん

ね。」と言ってくれました。先輩はいつも私の

ことを考えて怒ってくれていました。私はその

時初めて気がつきました。自分に対してとても

恥ずかしかったです。

日本人は何に対しても、厳しく真面目です。

不良を一枚でも発見したら、全部検品すること

もあります。三万枚に一枚の不良で全部クレー

ムになったこともありました。休みの日に全員

で検査しました。ですから、先輩達は仕事に対

して厳しいです。一枚を軽く見ていると、ク

レームになったら本当に大変になります。もっ

と多くの人に迷惑をかけます。今では「最初が

肝心。」の意味がわかります。

会社に入った当初、もし日本人の先輩が私に

厳しく指導しなかったら、私はこのように一枚

一枚、ちゃんと細かいところを見る習慣が身に

ついていなかったと思います。

この実習生活で、いろいろなことを勉強しま

した。いろいろ教えてくれたみなさんに感謝し

ています。日本人の真面目さを身につけたら、

どこへ行っても仕事ができ、一生の財産になる

と思います。次の後輩がもうそろそろ会社に来

ます。私は前よりもっと勉強していい先輩にな

れるように頑張っていきたいです。そして、「最

初が肝心。」の意味を後輩にも教えようと思い

ます。

国 籍 中国
職 種 紙器・段ボール箱製造
実習実施機関 有限会社ソノダ
監 理 団 体 オービーシー協同組合
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一回の油断から学んだ教訓

グエン レ キム ガン
NGUYEN LE KIM NGAN

私は技能実習生として、希望を持ち、夢を抱

いて日本に来ました。日本へ来れた事は自分で

つかみ取ったチャンスです。だから、私は一生

懸命勉強して仕事をやります。

私は企業にとって初めてのベトナム人実習生

として入社しました。私たちの会社は日本だけ

でなく、アメリカやマレーシアなどでも有名で

す。ホクト株式会社はきのこの品質というもの

に大変厳しい会社です。最初に所長達に教えて

もらった事は、日本では食品が一番大切なもの

で、人間の健康に直接関与することです。です

から大事に考えてくださいと言われました。所

長の言葉のとおり、私は先輩からよく勉強して、

一日一つずつ頑張って仕事がよくできるように

なりました。所長と班長は私の事を信じて、私

はベトナム人後輩の手本となりました。

一年半が過ぎて、私はさらに頑張っていまし

た。けれども、二〇一三年十月八日に事件が起

こりました。

その日、二人の後輩に教えている時に、悪い

製品がありました。私は後輩達に勉強させたい

と思って、話しませんでした。やっているうち

に機械が故障しました。早く機械を修理したい

のに、製品のエラーを忘れてしまいました。十

分後、私は思い出して後輩に聞きました。けれ

ども後輩の答えははっきりしませんでした。私

はもう一度ちゃんとチェックをしませんでし

た。大丈夫だと思いました。

一週間後、お客様から所長に製品の事で連絡

がありました。お客様に悪いものを提供して大

変な迷惑をかけました。その事を聞いて、私は

心配になって、全部製品が戻って、所長と班長

が私を叱ると思いました。けれども、所長と班

長は私を叱りませんでした。優しく声をかけて

「もう大丈夫だけど、最初の私の言葉を思い出

して」と言われました。

その事件が起こった理由は、私が仕事で油断

したからです。私達の製品は人間の健康にかか

わっていますから、それはとても大事な事です。

私は心を痛めて、本当に後悔しました。仕事中

に油断する事が失敗につながりました。所長と

班長に謝って、後輩達にその事を伝えて、絶対

にそんな事が二度と起こらないように、どんな

小さな事でももう一度確認して、油断せずにい

い食品を作り上げたいと思っています。

私達の会社は小さい生産会社から大きくなっ

た大変素晴らしい会社です。その上に人の健康

という大事な事が分かってきました。今以上に

私は心を込めて、小さな努力を積み重ねてみん

なと確かな信頼を築き上げたいと思っていま

す。

日本で会社の仕事をやってから、多くの大切

な事が分かって、皆さんにもいろいろお世話に

なりました。ベトナムへ帰っても、どこで仕事

をやっても、この経験を忘れずに、皆に教えて

あげようと思っています。

国 籍 ベトナム
職 種 耕種農業
実習実施機関 ホクト株式会社
監 理 団 体 東西商工協同組合
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技能実習で経験したこと

LEI XIAO YING

私は二十四歳で独身のため、何かに挑戦した

いと考えていました。その時に、この技能実習

制度を知り、日本の文化や電化製品に興味が

あったため、思い切って参加しました。

実習が始まり二ヶ月が経過しましたが、生活

習慣や規則の違いを日々経験しています。入国

前に一ヶ月の集合研修があり日本の文化や言葉

について色々と学びましたが、中国と日本での

言葉の学び方の違いが時に印象的でした。中国

では、とにかく先生方の話を聞きながら覚えま

した。ですが、日本では自分自身で考え文章を

実際に書き、会話しながら覚えています。方法

は異なりますが、私は後者の方法が合っており、

少しずつではありますが

自身の語学力が上がってきている事を実感で

き楽しく勉強しています。

技能実習の初日に現場案内があり、業務内容

や注意事項の説明がありました。就業中の方々

を見ながら、正直、簡単な 作業だと思いました。

ですが、実際に現場リーダーから作業指導を受

けやってみると、製品を落としたり壊したりし

てしまい、正確に同じものを作り続ける事の難

しさを実感しました。私は梱包作業を担当して

いますが、梱包は製造過程の最終工程です。あ

る日、作業で使用する指サックが無い事に気づ

きました。どこを探しても見つける事が出来ま

せんでした。私はとても心配になり、その事を

現場リーダーへ報告すると、「梱包した箱を全

て開梱してでも必ず見つけ出さなければならな

い」と言われました。出荷待ちの製品を一つず

つ開梱しながら探したところ、箱の中から指

サックが見つかりました。故意では無くても、

開梱した際に償却となってしまった箱とそのま

ま出荷されていた場合の事を考えると、とても

申し訳ないと思うと同時に自身の作業に対する

責任の重さを改めて痛感しました。それから

は、私のミスは会社の信用を無くす事に繋がる

と考え、今まで以上に自覚を持って業務に取り

組んでいます。仕事は大変ですが、お客様から

信頼される製品を造るために努力し、残りの実

習期間を楽しみたいと思います。

以上

国 籍 中国
職 種 電子機器組立て作業
実習実施機関 ディーピーティー株式会社
監 理 団 体 ティー・アイ・シー協同組合
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蜜蜂と蝿の話です

ファン ティ フィン チャー
PHAN THI HUYNH TRA

「蜜蜂と蝿はどうちらが違いますか」私はベ

トナムにいる時先生に質問しました。私のグー

ルプは女性10人が日本に来る前に先生はその

レッスンを教えてくれました。蜜蜂はいつも団

結して、蜂蜜を作ります、たくさんいる蜜蜂一

匹一匹が、それぞれ違う役割の仕事をします。

女王蜂と雄蜂は卵を生みます、働き蜂は家を

作って、蜂蜜を探して、家を守ります、蜂は共

同社会を作ります。蜂は仕事も一緒にして敵

会った時も一緒に反攻します、その事は団結と

いう意味です。蝿は反対です汚い所にすんで、

困る事があったらバラバラに逃げます。先生は

私のグールプは集団ですから、生活も仕事も、

困る事があったら、一緒に協力して乗り超えて

蜜蜂のように勉強してくださいとおっしゃいま

した。

しかし、日本に来た後で、私達はその事を、

すっかり忘れてしまいました。些細な事で意見

が合わない時、喧嘩をして、とても寂しかった

です。10人は10人の意見があります。誰でも自

分で「私の意見は一番良い」と思っていました。

私も、仕事を早く覚えて、一人でなんでもでき

るようになりたいと思いました。他の人の意見

もあまり聞きませんでした。

日本に来てから7ヶ月経った2013年12月31日

年末の日の事です。工場で仕事をしている時、

きのこを運搬する機械が故障してしまいまし

た。仕事は予定の時間に終わらないと思った。

皆困りました。でも、「NO」。私は先生から教

えられたレッスンを思い出しました。機械の代

わりに、人の力できのこを運びます。まず、そ

れそれの人が何をしたらよいか役割を決めまし

た。きのこを生育屋からきのこを包む工場へ運

ばなければなりません。生育屋は階下にありま

す。きのこを包む所は階上にあります。階段を

使って運ばなければなりません。皆は行列し

て、きのこを渡しました。きのこのリレーです。

きのこのケースは重いですが、全員熱心に笑顔

で仕事をしました。疲れたのに雰囲気は良くて

楽しっかたです。仕事を予定の時間に終わらす

ことができました。

年末の日、私にとって、たくさん意味があり

ます。小さな蜜蜂は、一匹では、大きな事はで

きないが、団結して協力する事で、大きな仕事

をやりとげます。人間も同じです。団結すれば

大きな事ができます。団結の意味はよくわかり

ました。私は前に一人で仕事したいと思った。

でも、これから以前の考えを変えます。良い結

果を出すためには集団の力がいります。人の力

を合わせれて協力すれば、なんでもできます。

でも、団結だけではたりません。自分の意見だ

けで進めるのではなく、皆の意見を集めて話し

合い、良い意見を選びます。私達は10人は一緒

に仕事して、日本語を勉強して「美味しい蜂蜜

を作って、帰国をする時、もって帰ります」。美

味しい蜂蜜は難しい技術の仕事をするだけでは

なく、小さい仕事もきちんとやって、心で製品

を作ります。

国 籍 ベトナム
職 種 耕種農業
実習実施機関 ホクト株式会社
監 理 団 体 東西商工協同組合
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仕事をする時の心構え

YANG YANG

以前私は秋が苦手でした。何故なら秋は酷寒

の冬を迎える季節でもあるからです。しかし、

2012年の秋は私が技能実習生の一員として来日

する事が決まり、それからこの秋は私の人生の

変化点になりました。

現在、来日してもう1年半くらい経ちました

が、最も印象に残っているのは仕事を通して自

分自身を変えた事です。工場に配属されたばか

りの私にとって、工場内の全部が疑問で質問ば

かりでした。でも、時間が経つについて、昔聞

いたことのない言葉も覚えるようになり、配属

された当時、疑問に感じたことも分かるように

なりました。この変化は、工場の上司と一緒に

働く日本人のスタッフの優しい指導のおかげで

す。

しかし、来日当時の新鮮な気持ちだんだん

去っていき、異国での寂しい気持ちも強くなっ

てきました。仕事中でも故郷にいる家庭や友達

のことを思い山し、工具の置き場所を間違えた

り作業標準も間違えたりしました。

ある日、私は部品を間違って使用し、不良品

をたくさん出してしまいました。当時、私は非

常に怖かったです。なぜなら工場では毎日のよ

うにリーダーから5 S 活動を徹底するよう指

示されたにも関わらず、私はそれを守らないで

作業をしたからです。結局、私のせいで当日生

産した製品のほとんどが不良品になり、作り直

すことになりました。

翌日、リーダーに呼ばれ面談することになり

ました。私はリーダーに怒られると心配してい

ました。しかし、リーダーは私の作業手順を確

認し、もう一度5 Sを徹底する事と作業標準を

守る重要性を強調した上、今後は二度と同じミ

スをしないよう優しく指導をしましてくれまし

た。その指導を受けて私は恥ずかしくなり、涙

が止まりませんでした。しかし、リーダーの優

しい指導はまるで父がそばで励ましている感じ

がしました。面談を受けた後、私はリーダーに

謝罰をしました。すると、リーダーは「笑いな

がら、大丈夫だよ、だけど、もしあなたの心が

不良になっては駄目だっからね、製品は一つ一

つ魂が入った生命力を持ったものであり、汗と

製品に対する尊重がこもっているから。」この

話を聞いた瞬間、私は改めて製品の生産意義を

分かりました。これは、単なる機械で生産され

たものだけではなく、皆さんの汗と心を込めて

お客様に納入した信頼であることに気づきまし

た。また製品を尊重する生産者こそ活気ある製

品を作られるし、もはや、この心構えで生産に

臨んだからこそ、日本がものづくり大国として

認められたかも知れません。

今回の事件をきっかけに、私は自ら過去の事

を反省し、絶対いい製品を作るという心構えを

持って仕事に頑張ることになり、不良品も一度

も出ませんでした。これは、お金では買えない

価値があり。私にとって財産になりました。

国 籍 中国
職 種 電子機器組立て
実習実施機関 株式会社ミックコントラクトサービス
監 理 団 体 エコノ協同組合
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逃走！悪事、止めて。

フィ ティ マイ フーン
PHI THI MAI PHUONG

過去の期間を顧みて我々の誰でも日本での

日々、実習の日々についていろいろと考えたこ

とがあると思う。人生にとっては日本で過ごし

て1095日は長かったか短かかったか自分しか分

からない。研修生の逃走の問題は近頃では聞く

につれ多くなり、明らかになりつつあるそうで

す。逃走問題は組合と受入会社の問題と思わな

い。厳密に言えば研修生の問題だ。実習のため

に日本に来て、ここでの生活はベトナムと比べ

て違うがやっぱり天国ではないと信じられてい

る。心配事がある時、苦しい時、自分でしか乗

り超えられない。ただし、この生活は、この道

は、自身が選んだのだから逃走した事に対して

弁明はできない。この事は後に続こうとしてい

る国の後人に影響するだろう。後輩では自分の

弟とか妹かもしれない。逃走については、いく

つか原因を聞いたことがあった。1番は金の引

力だ。

日本の金はベトナムの金に変えると、貨幣価

値が高くて、色んな事が出来るが、だからと言っ

て、逃走は正しくない。逃走はイリーガルだよ。

誰も守れない認めてくれない。もちろん逃走す

る前に良い事ばかり聞くのだろう。給料が高い

し、生活も自由だとか。なん％が事実か分から

ない。二番は、会社の事が嫌いだから逃走する

そうだが、本当にその会社が前の会社より良い

かどうか。もしその会社が本当に良かったら確

かに逃走の人が認めない。

何しろ逃走の事は断れない。日々、仕事で

ちょっと頑張ると、仕事ぶりを高く評価される。

日本語もちょっと頑張ると理解できるし資格も

取れるし極上でなくても三年間、努力したほう

がいい。実習を満了できれば、ベトナムに戻っ

たらいい仕事、いい給料をもらいやすいし、日

本に戻りたい場合は私達は逃走した人より戻り

やすいと信じる。逃走した人は、逆の考えだ。

お金にはかぎりがある。もし暫くの間警察に拘

留されて国に戻ったら、回りから悪く言われて、

働いた金は誇れない。

もし拘留されなかったら、いつも警戒しなが

ら生きていくだろう。そんな人生が面白いわけ

がない。それに自分の将来には責任を持ったほ

うが良い。日本へ実習に来た人は全て若いと思

う。自分に誠実に過ごして、国の代表者として

真面目に実習に徹する覚悟だ。出来る事はきち

んとやって自分のレベルを上げる。もっとチャ

レンジの気持ちが出てくるかもしれない。そん

な気持ちは金では買えない。

私は日本語で大好きな諺は「一期一会」だ。

何でも二回目の機会が来るかどうか分からな

い。日本に来て、実習生になったらいろいろな

面白い事があるから。実習の時間は私にいっぱ

い良い思い出を作っています。美味しい日本食

を味わったり、桜を見に行ったり、暢気に遊ん

だりしたほうが最高だ。日本人の心に好感を作

りましょう。後輩の日本に来るチャンスと夢を

奪わないでください。

国 籍 ベトナム
職 種 電子機器組立て
実習実施機関 株式会社 INAX総合サービス
監 理 団 体 関東情報産業協同組合
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佳作

5Ｓ

CONG PING

伏見蒲鉾株式会社／

新潟国際人材交流事業協同組合

みなさん、「5Ｓ」って知っていますか？五個

のＳ？それは整理、整頓、清掃、清潔、躾をロー

マ字で書くとＳから始まります。だからこの言

葉を「5Ｓ」と呼びます。

私が実習している会社は蒲鉾を作っている会

社です。初めて会社の現場に入った時のことは

記憶にはっきりしっかり憶えています。工場の

玄関で上履きに履き替えお互いに肩や全身に掃

除機みたいな音がする機械で着ている髪の毛を

取ります。そして隣の人同士で髪の毛が着いて

いるかいないか確認しあいます。手をアルコー

ル消毒し休温測定器の前を通り、そしてロッ

カーで着替えて現場の入り口の手洗い場で手を

洗います。その手洗い場の上に「整理・整頓・

清潔」が貼ってありました。中国人ですから漢

字の意味もなんとなく分かります。これが5Ｓ

との初めての出会いでした。ただ日本の整理、

整頓、清掃、清潔、躾は半端ではありません。

驚くばかりです。例えば手洗いにしても順序が

あります。①手の爪が長すぎるか、傷があるか

確認します②清水で手洗い③石鹸で手洗い④清

水⑤逆性石鹸⑥清水⑦次亜塩素酸ナトリウム⑧

清水⑨ペーパータオルで拭く⑩アルコール消毒

の順序で手を洗います。

食品の製造は手を使いますので厳格にしなけ

ればならないのです。現場では日本人も中国人

もみな同じ作業服を着てマスクをして一生懸命

に仕事をします。みんな同じ格好なので面白い

です。そしてラインで扱う道具も順番がありそ

のとおりにきちんと置かれています。

働いている人は同じ白い服で同じに見えます

が現場は一目ではっきりすべてのものが整理整

頓されています。使用済みのかごやパレットま

でそのたびにきちんと決められたところに決め

られた順序で並べられます。それはまた使うと

き取りやすく何がどこにあるかすぐ分かるため

です。これは仕事に無駄が無いです。現場を離

れて他の事をしてまた現場に入るときまた同じ

手洗いをして入ります。だって食べ物を作るん

ですから当たり前でしょう。はじめの頃は何で

一回手を洗ったのにと思いましたがおばあちゃ

んからいろいろ教えてもらい、食べる人の顔を

思い浮かべてみたら清楚は当たり前と思いま

す。日本人は幼稚園のときから整理、整頓、清

掃は習うのだと現場のおばちゃんが話してくれ

ました。私たち実習生は現場だけでなく、生活

にもこの「5Ｓ」をしています。私のアパート

はきれいです。清潔で整理整頓された台所、き

れいなシャワー室、便所、私はこの日本で学ん

だ5Ｓの習慣を大事な宝にしていきたいと思い

ます。だって楽しいですから。
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佳作

仕事の中で喜びを見つけます

GU SHAO YING

株式会社アオキ／

株式会社アオキ

寒かった冬も終り、そろそろ春の気配を感じ

る様になりました。日本では余り大きくない縫

製工場で働いており住み慣れた中国から日本へ

の移動で初めは技能がうまく発揮できず言葉も

通じなくて戸惑いましたが、今では日本の暮ら

しを楽しんでいます。そんな中で一年前より現

在の私は生活態度と仕事の認識、考え方が変わ

り、まるで別人になったみたいです。

日本の東北にある小さい町、大館は今の仕事

の場所です。毎日母さんより年上の日本人の先

輩達と一緒に働きます。そこから私はたくさん

の事を学びました。朝から晩まで一生懸命に頑

張る姿を見て自分が恥ずかしくなりました。

「私達の作る商品は私達の心を映す鏡です。鏡

に映った姿がいつも美しくある為に私達はお客

様からお預かりした商品を一針一針心を込めて

大切に作ります。」これは工場の経営理念です。

先輩達はこの理念を大切にずっと守っていま

す。一枚一枚を縫い、まじめに検査をして、少

しの欠点も許さず、責任をもって心を込めて服

を作ります。私が最初に日本に来たばかりの

頃、この姿勢を見た時は自分に出来るのか心配

しました。私は品質より枚数の方が重要で、人

を利するより自己を利する方か良いと考えてい

ました。しかし、いろいろと仕事の間違いもあ

り、ある時悟りました。自分の考え方が間違い

であったと。今は非常に悔やみ、今後は先輩達

について本気に勉強しようと思います。以前の

思想・習慣を全部捨てます。全て零から始めま

す。以前、中国に居た時、私は仕事は自分の時

間を提供して報酬を得る為の手段であると考え

てました。自分がお金も儲ける機械みたいだと

思います。体が疲れ、心がもっと疲れた。でも

ここでは違う。仕事の時間によって給料をもら

い、質のある仕事をしています。

昨年会社から“生きる”という本をもらいま

した。読みました。大好きでした。特に「六つ

の精進」の部分です。人生の方向を探した様に

本の中では「私達が自分の仕事を心から好きに

なり、誰にも負けない努力を払い、精魂込めて

仕事に取り組む。それを通じて－ただそれだけ

通じて－私達は生きることができるを学び、心

を磨き、人格を練り上げて人生の真理を体得す

ることができるのです」という言葉があります。

私はまだ深い意味を理解する事ができません

が、先輩達はこの言葉通りできていると思いま

す。皆さんは毎日、目標をもち、一生懸命働き

ます。ですからできた時の達成感は特別な喜び

となります。

高校生の時、かつて服装設計者になろうと思

い、絵を描く学習をしましたが、いろいろな理

由で断念しました。今の私は縫製工になり二年

になります。設計者と少し違うけど合っている

と思います。自分は社会人として社会に貢献で

き、これで充分満足しています。縫製工になり、

日本で学ぶことができる事を誇らしく感じま

す。今後もすばらしい縫製工になる為に頑張り

ます。
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佳作

私が職場で得たこと

WEI XIN RONG

東光株式会社／

徳島県アパレル縫製工業組合

日本に来て、もう六ヶ月が経ちました。時間

が過ぎるのはとても早いです。初めは戸惑うこ

ともありましたが、今は徳島の暮らしにも慣れ

ました。毎日楽しくて、充実しています。

私が働いている会社は東光株式会社です。靴

下やストッキングを製造しています。縫製や編

機などの作業を行っています。上司と先輩のお

かげで、仕事は一通りできるようになりました。

私は新しいことに挑戦するのがとても好きで

す。私の性格を知っている上司はいつも新しい

ことを教えてくれました。

ある日、上司が私のそばに来て「午後の仕事

は環縫いミシンで、ゴム付けを練習してみませ

んか。」と言いました。私はそれを聞いてとて

もわくわくしていました。工場内の作業だった

ら、自分は何でもできると思い込んでいました。

でも、ゴム付けは思っていたより難しい作業で

した。「遅くても、きれいに仕上げていれば大

丈夫です。」と、上司が励ましてくれました。私

は本縫いミシンが上手にできるので、環縫いミ

シンもきっと大丈夫だと自分では思っていまし

た。その日の午後はずっと、ゴム付けを一生懸

命練習しました。周りの日本人も「頑張って。」

とみんな応援してくれました。ゴム付けができ

上がった時は、とてもうれしかったです。「こ

れで大丈夫」と思いました。

翌日、上司が私が昨日縫った物を見た時「ダ

メ！目落ちしています。すべて、縫ったものを

ほどいて、やり直してください。」と言われまし

た。私はそれを聞いて、とてもショックを受け

ました。時間を無駄にしました。材料も無駄に

しました。上司が怒っているのではないかと、

とても心配でした。何でもできると思っていた

自分が恥ずかしかったです。自分ではきれいに

縫えていると思っていたのに、上司にダメと言

われ、私は自信がなくなりました。上司に「私

にはゴム付けはできません。もうやめたいで

す。」と言いました。上司は「まだ時間がありま

す。もっと練習すれば、きっとできるようにな

ります」と言ってくれました。私はすごくプ

レッシャーを感じていました。

「あと一週間で必ずできるようになる」と目

標を立てました。周りのみんなは、落ち込んで

いる私を応援してくれました。その一週間は夜

も眠れませんでした。「努力すれば、できない

ことはないはず」と信じて、私は毎日ずっと練

習しました。やっと、第二週目で製品を上司に

見せた時に、「これはきれいです。」とほめても

らいました。私はうれしくて言葉も出ませんで

した。それから作業のスピードも速くなりまし

た。

これからも、逃げずにいろんなことに挑戦し

ていきたいです。上司のように、自分に厳しく

仕事をしたいと思います。残りの実習期間を利

用して、日本のいろんなことをもっと勉強し、

中国に帰ったらその知識を活かして活躍したい

です。
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佳作

技能実習と品質

CHI GUI FENG

株式会社日本アシスト／

協同組合企業交流センター

人は、一生の中で色々な経験をします。日本

での実習は、きっと後悔しない有意義な経験に

なると感じています。

母国では、90年代の若者は、他人の事を考え

ない、何でも親に頼る、どうしようもない世代

だとよく言われています。でも、そんな事を思

われるのが嫌で、自分で自分の人生を切り開い

て、逆に両親から頼られるような自分になりた

くて、日本に技能実習に来ました。

ここ数か月で、本当に色々な経験をしました

が、特に実習現場では、転機になるような事を

体験しました。私が、実習をしている会社は、

電子機器組立関係の大きな企業で、ルールや要

求される事項が多くて、厳しい会社だと思いま

す。実習が始まったばかりの頃、色々なルール

や手順を覚えながら、専門知識を学んでいたこ

ろは、大変で困った事が多くありました。例え

ば、髪の毛の事です。会社の要求は、作業場に

入る前に、髪の毛を後ろに束ねるという事です。

私の髪の毛はちょうど束ねられるか、束ねられ

ないかぐらいの長さで、どうしようか悩みまし

た。私は、面倒なので束ねないで、実習に入り

ました。その日は、何もなく終わりましたが、

翌日、所長から呼ばれ、面談をすることになり

ました。やはり、髪の毛の事でした…髪の毛を

束ねないことぐらいで、面談するなんて、めん

どくさいと思っていました。面談の場で所長は

「この会社は、お客様のために、もっといいサー

ビス、もっといい品質を出せるように、コスト

の高い部品や性能が良い機械を購入して、作業

しています。作業者の皆さんに、髪の毛を後ろ

に束ねてもらっているのは、髪の毛が製品の中

に入らないようにするためで、お客様に二度と

不具合が発生しない良い製品を渡したいため

に、それをお願いをしています。お金がかから

ない行動だけで、より良い品質の製品ができる

のに、どうしてそれをやらないのですか。」と熱

心に説明をしてくれました。私は、この会社は、

お客様の立場に立って、品質の高い製品を提供

することで会社を発展させて行く事を目的にし

ていることが、はっきり理解が出来ました。私

は、所長に「所長、すみませんでした。今日か

ら、髪の毛を後ろで束ねてから、作業所に入り

ます。」と答えました。それからは、ちゃんと髪

の毛を後ろから束ねて、実習をしています。

小さい事ですが、髪の毛の事を体験してから、

自分の考え方も少し変わったような気がしま

す。それは、今までは、自分の利益のために行

動をしていましたが、他人の立場、お客様の立

場にたって、考える事の大切さを学びました。

自分がちょっと成長したかなと思っていま

す。この3年間で、もっと成長したいと考えて

いますし、祖国にもどったら、両親だけでなく

国からも頼られる人材になるように頑張りたい

と思っています。また、より良い人生がおくれ

るように、一生懸命に頑張ります。
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佳作

日本実習の感想

黎 彩 霞
LI CAI XIA

株式会社YUMEMIDO／

福岡アパレル協同組合

時間が経つのは早いものですね。あと10ヵ月

で日本での実習は終わります。私は桜の花を見

た時の感動、そして最初に日本料理を食べた時

の事を忘れません。

来日してから、いろいろと考えさせられ、大

変勉強になりました。中国の工場と日本の工場

と違いがたくさんあります。一番の違いは仕事

の態度と姿勢だと思います。日本人の仕事に対

する真面目な態度は私たち実習生が見習うべき

ところだと思います。私は婦人服製造工場で働

いています。会社全員一生懸命働きます。パー

トの人から班長まで暇な人がいません。私の主

な仕事はミシンを使って洋服を縫うことです。

綺麗にしかも速く縫うことは基本です。中国の

工場で働いた時には、綺麗に縫うことより早く

縫うことを一番に求められます。日本の縫製工

場は品質に非常に厳しいです。一ミリでも許さ

れないこともあります。「なぜなら、わが社が

作った洋服を愛着しているお客さまの信頼を裏

切るわけはいきませんから」と、いつも工場の

責任者高崎部長に言われます。お客さんに満足

していただくには、100％綺麗で正確に縫わけ

ればなりません。ちょっとしたはずれやミスで

も大量の直しにつながる時がありますので、指

示書通りに作業することが基本で当たり前なこ

とだと教わりました。

日本人の働く態度は真面目で一生懸命だけで

はありません。彼らはいつも相手の立場に立っ

て考えて作業を行います。みんなの作業効率向

上のために、どうしたらいいか考えて作業をし

ます。それから日本人は自分のポジションをよ

く理解しています。個人の利益より会社全体の

利益を考えて仕事します。次につなげるため

に、何をしたらいいか優先に考える日本人の職

場はスムーズに仕事が流れます。思いやりが

あって協力し合って仕事をするのは日本人の働

くもう一つの特徴です。それも私たち中国人が

見習うところです。

最後、私たち中国人が習うべきところは日本

人の公平なところです。中国と違って、日本の

工場は実力しかみられません。コネや賄賂や権

力などは働きません。社長をはじめ会社の上司

は少しも尊大ぶったことはありません。真面目

に働く人は尊敬されます。差別もありません。

とても心地よい働く環境だと思います。みんな

の目的は一つ、一生懸命働いて会社をよくする

ことです。そのためにみんなで協力しあって仲

良く仕事をしています。

私は今の職場が大好きです。

日本に来て今の会社で働けて本当によかった

です。周りの日本人は親切な人ばかりです。い

ろんなことを教わりました。日本での時間が残

り少ないので、もっと日本語を覚えて日本人と

いっぱい交流して、たくさんの技術を身につけ

たいと思います。最後までがんばります。
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佳作

頑張ることを間違って

CHANG LI NA

株式会社柴田技研工業／

共進協同組合

私は、塗装や塗装品の検査の仕事をしていま

す。塗装品の検査は小さなゴミやキズを見つけ

る細かい作業です。最初は会社の先輩にいろい

ろと教えてもらいながら、仕事のやり方を覚え、

先輩に後で確認検査をやってもらっていまし

た。そのやり方も2ヵ月ぐらいで確認検査がな

くなり、自分の検査だけで出荷されるようにな

りました。

私は、少し不安もありましたが、ひとりでで

きるようになった喜びでいっぱいでした。

1ヵ月ぐらいたった時でした。お客様から

「製品にゴミが付いている」と連絡がありまし

た。そのあとも、週に1個ぐらい返品されるよ

うになりました。指導員の人に、「どうしたん

だ、仕事に集中していないからだ」と言われま

したが、「すいません、がんばります」しか言え

ませんでした。

先輩から「また、確認検査になったから」と

言われた時は、本当に寂しい気持ちになってし

まいました。仕事以外でも、頭の中からそのこ

とが離れなくなって、どうしたらいいか分から

なくなってしまいました。

私は日本語で話すのが上手ではないので日本

人にも相談できないし、他の実習生にもバカに

されている、笑われていると思って何も相談で

きなくなっていました。そんな時に会社の社長

さんが「どうした、元気がないね」と話しかけ

てくれました。私は、精いっぱいの勇気で話を

してみました。すると、社長さんは「あなたの

日本語はよく分かるよ」と言ってくれました。

そして、「自分の思っていることを直接話して

みれば」と言ってくれました。

私はもう一度自分の検査のやり方を考えて、

一つ方法を思いつきました。でも、それをする

には、今までよりも検査に時間がかかってしま

い、生産ラインを少し遅くしないとできません。

自分が検査で見落とした失敗を「ラインを遅く

してください」とは言えないし、自分だけが会

社に迷惑をかけていると考えていたので、とて

も聞いてもらえないと思っていました。でも、

叱られてもいいと思って、リーダーに話を聞い

てもらうことにしました。何から話していいか

考えながら、何度も同じことを話していました。

どれぐらい分かってもらえたのかと思っている

と、「いいよ少しだけ遅くしよう、不良がなく

なったら戻すよ」と言われました。あれだけ悩

んだのは何だったのか、力が抜けてしまいまし

た。

私は、自分で勝手に日本語が下手とか、自分

だけで問題を解決させようとか思って、悩んで

いました。そして、ただ自分だけで頑張ろうと

思っていました。でも、今は自分だけで悩んだ

り考えるのではなく、先輩やいろいろな人に相

談し、自分の出来ることは精いっぱいやる。そ

して下手でも精いっぱいの日本語で説明する。

その方法であと1年をやり抜こうと思っていま

す。私は自分では頑張っていた気持ちでした

が、どこかで間違っていました。
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佳作

温もりと成長

李 夏 青
LI XIA QING

旭電器工業株式会社／

ELC事業協同組合

2012年11月5日、家族と離れ、期待を持ちな

がら飛行機に乗り、中国を出国しました。日本

という違う文化での3年間の実習生活は凄く心

配で不安もありました。

日本に到着して、組合で「日本の文化や規則、

法律」について勉強をしました。1ヶ月後、工

場での実習スタートです。日本語がまだまだ下

手なのに大丈夫かなと色々考えて、とても期待

と不安でいっぱいでした。工場に入り、まずは

簡単に工場を見学しました。機械の音が聞こえ

ている中、みんなが真面目に仕事をしているの

が見えました。課長から「現場では規則と注意

事項を守らなければいけません」と教わりまし

た。そして、私をみんなに紹介してくれました。

みんなはとても心温かく迎えてくれました。私

の班長さんは日本語が下手な私に漢字で書いて

くれたり、ゆっくり話して正確な仕事の仕方を

教えてくれるのに、私はよく間違えました。そ

れでも、班長は根気良く何度も教えてくれまし

た。

昨年の夏、すごく暑い日にアパートのクー

ラーが壊れてしまい動かなくなりました。翌日

出勤しましたが、体調が悪く作業が出来ないで

いると、班長がどうしたのかと心配して聞いて

くれました。私がクーラーが壊れたことを言う

と、日本の夏はとても暑く病気になりやすいか

ら気をつけなければいけないと教えてくれまし

た。班長は課長にクーラーを修理するように

言ってくれ、その日の午後、組合の人がクーラー

を修理してくれました。私はこれは自分達の問

題で私が休みの日に修理すれば良いと考えてい

ましたが、班長は凄く大切な事だからと言って

くれました。またある日、私はお腹が痛くて作

業している時にお腹に手を当てていると、すぐ

にみんながどうしたの？と聞いてくれました。

お腹が痛い事を言うと班長はすぐ薬を持ってき

てくれました。何を食べたのかとみんな心配し

て聞いてくれました。翌日出社すると、みんな

が今日はどうですか？大丈夫？と言ってくれま

した。私は、心配してくれると思っていなかっ

たので、心の中ですごく嬉しかったです。

仕事の上であれ、生活の上であれ、みんなの

助けがとても大きく感じるようになって、もっ

と努力するようになりました。そうする事で、

またみんなに優しくしてもらえるようになり、

ますます親密な関係を持つことが出来ました。

いつしかみんなが私を自分の家族のように優し

くしてくれるので、家のぬくもりを感じるよう

になりました。私の日本語はまだ上手ではあり

ませんが、私がみんなと交流して努力する事で

成長することが出来ています。それをみんなは

心配しながら見守ってくれていて、それはまる

で世間知らずな子供を温かく見守ってくれてい

るようです。

いつしか日本に来て1年が過ぎました。今、

みんなからの愛に包まれて生活することが出来

ていますので、この時間は私の人生の中でも素

晴らしい経験となり、一生の宝物です。
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佳作

見学

ZHUANG XIAO

株式会社道水／

日本人材協同組合

私は日本に来て、もう2年半が過ぎようとし

ています。この2年半の間、色々な事がありま

した。人生の苦しみというものを少し甘くみて

いた一方で良い経験もしました。特に印象に

残っている事は、去年の12月に行った他社への

見学です。

時間が過ぎるのは早く、私は会社の中で大先

輩となりました。毎日同じ仕事を繰り返してい

くうちに作業も手早くなり、慣れていくに従っ

て、上司の注意事項や、最初に指導していただ

いた事に対して、少し慣れた習慣の中で安心感

がありました。でも、それはまちがいでした。

そんな中、不良品がでてしまったのです。私も

含め、実習生同志、態度も方法も変わらない中、

会社側で実習生全員を他社へ見学をさせてくれ

る計画をたててくれました。私は行く途中のバ

スの中で、「私達より仕事は早いのか…」「私の

会社の仕事より、もっと大変か…」と何度も見

学先の会社の事を想像しました。

2時半くらいかかって、やっと到着しました。

バスを降りると社長と工場長が笑顔で出迎えて

くれました。早速、私達を連れて、工場内に入

りました。工場に入ると、その雰囲気に驚かさ

れました。テキパキと仕事をしていてはりつめ

た空気の中、胸が高鳴りました。それは、着く

前に想像もつかなかった事でした。近寄って見

ると、同期の実習生を見つけました。私は、彼

女達の仕事の方法をよく見た時、ずいぶんと簡

単だと思いました。その時工場長が実際に体験

させてくれる場を与えてくれました。教えられ

たとおりに自分でもやってみました。すると

思ったより、とても難しいことに、気づきまし

た。私は、彼女たちと、同じ日に日本へ来て、

仕事を始めました。同じ時間が経過し、彼女た

ちは、最初の気持ちを持ったまま、仕事をして

いました。青春の意気に燃えている事を感じま

した。それに比らべて、私はそのようではなく、

平穏な生活にどっぷりつかっていると思いまし

た。改めて考えると、彼女達の仕事は手早く、

きれいな仕上がりでした。この体験は、少し悲

しかったです。帰りのバスの中で、私と彼女達

の何がちがうのかという事を考えた結果、仕事

に綿密である事、規定通りに正確である事、手

早く作業をする事、きれいに製品を作る事、よ

く確認しながら作業をする事などを学んだと思

いました。

私は、仕事が慣れてきた今だからこそ、今回

の見学で学んだ事をいつも考えながら、仕事に

励もうと思いました。あと、半年で帰国ですが、

この気持ちを持ち続けたまま、仕事をしていこ

うと思っています。中国でも、決して忘れては

いけない事だと思います。今回の見学は私の人

生の中で、貴重な経験でした。人生の貴い体験

でした。
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佳作

協力

JIA MEI

有限会社ソノダ／

オービーシー協同組合

協力の大切さを知った三年間でした。

先日、会社の同僚と花見をしました。満開の

桜の木が道の両側に並んでいました。美しいう

すい桃色の花が、ひとつひとつ元気に咲いて、

みんなで協力し合って圧倒的な存在感を示して

います。このような桜を見て、私は会社での「協

力」を思い出しました。

それは会社に入ったばかりのときでした。会

社では、毎回商品を作る前にいろいろ準備をし

ないといけません。もし、準備していないと作

業がとても大変です。でも、その時は前の商品

の片付けが遅くなって、次の商品の準備が間に

合いませんでした。フアイルを明確にしていな

い。入数やラベルを貼る位置もわからない。私

と一緒に仕事をしている人もとても忙しくなり

ました。私はどうしていいか分かりませんでし

た。その時「どうしたの。」と言って、機長が来

てくれました。機長は困っている私を見て、一

度機械を止めました。他の同僚達もその様子を

見て来てくれましたそして、一緒に前の商品を

片付けて、場所も片付けました。それから、次

の商品の準備をします。フアイルを見て、ケー

スを作って、パレットを探して、準備します。

全部みなさんに手伝ってもらいました。それか

ら機長は機械を動かしました。私は機長に怒ら

れると思い、恐る恐る機長の顔を見ると、機長

は「大丈夫だよ。気にしないで。これからは早

めに片付けて、早めに次の商品の準備が出来る

ように考えよう。」と言ってくれました。私は

すごくほっとしました。そして、手伝ってくれ

た人達にも「すみません。ありがとうございま

した。」と言いました。すると皆さんは、「困っ

たときはお互いさま。いつでも協力するよ。私

達が困ったときは さんも協力してね。」と言っ

てくれました。私はその時、「これが協力なん

だ。」と解りました。以降、私はいつもみなさん

に協力したいと思って仕事をしています。で

も、日本人はあまりミスしませんから、協力で

きません。ですから、私はときどきみなさんに

「手伝いましょうか。」と聞きますが、日本人は

いつも、「大丈夫、大丈夫、ありがとう。」と言

います。この時はすこし寂しい気がします。

私はもうすぐ中国へ帰ります。今は、仕事に

慣れて、事前の準備も早くなりましたし、いろ

いろなことができるようになりました。私が成

長できたのは、みなさんの協力があったからで

す。中国へ帰っても、仲間と協力し合い、桜の

ように咲き誇りたいと思います。
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佳作

言葉と交流について

GAO XIAO FENG

ディーピーティー株式会社／

ティー・アイ・シー協同組合

来日して二ヶ月が経ちました。日々、普段の

生活や職場で色々な体験をしています。その中

で、私がとても難しいと感じたのが言葉と交流

です。来日前に日本の文化や言葉について三ヶ

月の教育を受けて来ましたが、それだけの知識

では上手くコミュニケーションが取れず、いつ

も挨拶程度の交流となってしまいます。そう

いった現状に対して、仕事面や生活面でとても

不憫さを感じます。

私の職場では、日本、ブラジル、中国の三カ

国の人種が働いており、現場リーダーはブラジ

ル人です。ある日、そのリーダーとの行き違い

によりトラブルとなりました。中国人実習生に

対し、リーダーは「喋った」と注意をしました。

その際、私が通訳をしたのですが、「食べた」と

聞き間違え伝えてしまい、「何も食べていませ

ん」とその子は返事をしました。私がそのまま

伝えると、何故かリーダーの顔つきが変わった

ため、理由が分からずとても不安になりました。

その出来事の後で他の方から聞き間違っていた

事を教えてもらい、全てが理解できました。そ

して、リーダーへ誤解があった事を説明して謝

罪をしました。この経験から、私は言葉の大切

さを痛感しました。些細な事でも確認を怠り違

う解釈をすると、大きなトラブルに発展してし

まうかも知れません。その事を考えると消極的

になってしまう自分がいますが、交流を深める

ためには言葉が必要です。まだまだ語学力が不

足しているため、身振り手振りを交えながら相

手の表情をよく見て会話し、言葉の壁を乗り越

え、職場の仲間達と交流を深めていきたいと思

います。

最後に、私は自分自身を鍛えるために技能実

習へと参加しました。夫や子供達と離れ、見知

らぬ土地で生活することは想像以上に苦しく辛

いものですが、この技能実習期間を無事に終え

る事が出来れば、自分自身のスキルアップや母

国の発展に寄与できるものと信じています。そ

の為には、一日一日を大切にして日本語の習得

や色々な方々との交流から多くを学びたいと思

います。

以上
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佳作

厳しさも愛情

宋 愿
SONG YUAN

株式会社YUMEMIDO／

福岡アパレル協同組合

日本に来て知らず知らず二年間が過ぎまし

た。この二年間で、私は苦しいことも嬉しいこ

ともいろんなことを経験しました。最初はここ

の生活と仕事に慣れなくて苦しんだり悩んだり

したこともありましたが、今すっかり日本に馴

染んで楽しい毎日を過ごしています。

私は日本で働き始めた時のことを未だにはっ

きり覚えています。工場に入って最初に任せら

れた作業は準備です。準備という作業はアイロ

ンの仕事が中心です。中国でアイロンの仕事を

したことがないので、仕事中によくミスをしま

した。不注意が一番の原因でした。班長はとて

も厳しい人でした。いつもそばで厳しい目で私

を見張っているような気がして、とても怖かっ

たです。

入社してしばらくしてある日に起きた出来事

です。少しずつ仕事に慣れた私はあの日、任せ

られた仕事を早く終わらせました。班長に確認

する前に、次の仕事に取りかかりました。新し

いデザインだったので、パターン合わせをしな

かったため、またミスを犯しました。次の日に、

「作業する前に確認しましたか」と班長に聞か

れました。「いいえ」と私は頭を揺らしました。

「どうして言われたことをいつも忘れたりする

の」と班長に厳しく叱られました。正直言って

たいしたミスじゃないのにあんなに怒る班長を

見てちょっと大げさだと思いました。

私は黙ってアイロン台に戻って、生地とパ

ターンを合わせてみました。本当に違っていま

した。班長に素直にごめんなさいと言えずに、

ただ「やり直したほうがいいですか」と聞きま

した。「確かに違っているけど、今回の違いは

ほんのわずかだったからやり直さなくていい。

ただ、これから作業を始める前にちゃんと確認

してからしてね」と優しく教えてくれました。

私はようやくどうしてあんなに班長が怒った

のかわかりました。私がまた不注意でまた確認

しないで似たようなミスを犯さないように、私

のために怒ったからです。全ての作業を始める

前に必ず確認すること。それは入社した時に一

番に注意されたことです。それを大事なことだ

と思っていない私をみて、班長が怒った。班長

は大事なことを私に教えようとしているのでし

た。厳しく怒るのも愛情、厳しさも優しさの一

つだと気づきました。

時間が経つのは早いものです。日本での技能

実習は残りあと10ヶ月と成りました。振り返っ

てみれば、楽しいことも苦しいこともすべてい

い思い出になりました。これからも厳しく班長

に怒られたことを忘れずにがんばっていきたい

です。
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佳作

失敗から勉強した事

申 筱 笛
SHEN XIAO DI

加賀村田株式会社／

オーエス事業協同組合

皆さん、仕事の中でミスをしたことがありま

すか。ミスがあった時は、どうしましたか。そ

のままにしましたか、あるいは何か対策をしま

したか。

私は職場でミスをしたことがあります。その

ミスは、お客様の所から工場にフィードバック

されて大変でした。ですから、職場のリーダー

はミーティングをして、『これからどうすれば

いいか』をテーマにして、みんなで討議しまし

た。そのミーティングから、日本人の仕事に対

する態度に感銘を受けました。

人間は、生活中とか仕事中とかミスをするの

はよくあることだと思います。ミスや失敗を起

こさないのは当たり前ですが、これをもって戒

めて、経験や教訓を汲み取るのは、もっと意義

があると思います。

ミーティングの後、私もちゃんと考えました。

何でミスが出たのか？絶対に何か原因がありま

す。原因が判ってはじめて、これから再び失敗

するのを免れると思います。

私はミーティングから学んだ事をまとめまし

た。

1）作業をする時、いい加減ではだめで、常に

きっちりとやらなければなりません。

私達の仕事は、ある一定の時間内に決められ

た量を完成させなければなりません。しかし、

作業は相対的に早く出来たが、悪いやり方に

伴ってミスが出て、修正するためにかえって時

間がかかることもあります。要するに、倍の仕

事で半分の成果しか得られなくて、損失をもた

らすかも知れません。ですから決められた通り

仕事をすることが必要だと思います。

2）仕事をする前に、生産のプロセスや気をつ

けなければならない所を確認して、もし分か

らない所があったら、教えてもらう人に分か

るまで聞くことも必要だと思います。

3）真面目に仕事をやる態度に加えて、技術が

熟練して行けば、仕事が思い通りになってミ

スも失敗も減って行くと思います。

これは私技能実習の現場で体験したことで

す。このミーティングから多くの事を学びまし

た。特に、生活中も仕事中もミスや失敗は避け

られないと思いますが、それから経験と教訓を

くみ取って、再度、発生するのを免れるのはそ

れ以上に大切だと考えさせられました。これか

らも、一つ一つ経験をして技術の習得と仕事に

対する日本人の考え方を学んで行きたいと思い

ます。
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佳作

成長の足跡

ZHANG LU

伏見蒲鉾株式会社／

新潟国際人材交流事業協同組合

子供の時、いつも考えていたのは、将来どこ

へ行ってどんな仕事をするかです。医者、教師、

軍人になりたいと思っていましたが、大人に

なって全部違いました。今23歳になって、他の

人たちと一緒に日本へ来ました。初めて工場に

入ったとき、何もわからない私達に工場の先輩

たちは、細かいことから教えてくれました。例

えば、ひとつひとつの道具の意味と使い方や、

使った後に置く場所もどこに置くかきちんと守

るように言われましたこの時私はどうしてなの

かわかりませんでしたが、次の仕事のときにそ

の道具が取りやすいことに気づいて感謝しまし

た。それに先輩たちに丁寧に教えてくれます。

まず最初に日本語で言いますが、私達が理解で

きないと身振り手振りで何度もお手本を見せて

教えてくれました。本当にありがとうございま

す。

日本に来る前に研修センターで日本のことを

勉強しましたが、私の入る会社でどんなものを

作っているのかとても興味を持って日本に来ま

した。会社では魚肉と野菜を一緒に混ぜたカマ

ボコを作っています。味はとてもおいしいと思

います。食べた人たちの体にもいいものだと思

います。それに、ひとつひとつの食品をつくる

ために大切なことがあります。それはどうやっ

たら消費者にとって安全で健康に良く、おいし

いものになるかを考えて作られているかです。

私達はいつも真面目な態度で細かいところに

注意して仕事をしています。まず第一に服装か

らです。なぜなら服装が悪いと髪の毛がはみ出

たり、落ちたりするからです。もし髪の毛が

入った食品を消費者が買ったら怒ってもう買っ

てくれないからです。だから私達はいつもお互

いの服装を観察して注意します。第二に、手洗

いです。手洗いをきちんとしないと細菌が食品

についてしまうことがあるからです。そして、

もし細菌のついた食品を食べて体調が悪い人が

大勢でると、会社にとってとても重大なことに

なります。最悪の場合倒産することもあると思

います。だから、必ず手の洗い方を守ってきち

んと洗います。

今この会社にいる私たちはちやんとルールを

守り、真面目な態度でひとつひとつ細かい仕事

をやりぬきます。どんな人でも完全無欠な人間

はいませんから、私たちが今やっていることは

未来の自分にとってどても大事で役に立つと

思っています。今はまだ基本的なこどだけです

が、積極的にまじめに取りくんでいます。最初

はわからないことが多かったのですが、先輩た

ちに何度も聞いて少しづつわかるようになって

きました。このように努力して着実に成長して

いきたいと思っています。
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佳作

厳しい研修こそ、成長ができる

于 利
YU LI

株式会社湖国産業／

協同組合ビジネス21

私は来日してもう5ヶ月が経つとしていま

す。現場には中国人の先輩がいません。でも母

国にいた頃に想像していたものと違い、日本人

との関係は良いです。

実習現場での体験として話しとっどうしても

大きく2種類に分けなければなりません。一つ

目は仕事の体験、そして二つ目は日本人と一緒

に働く体験です。

それではまず仕事の体験を話します。私の仕

事は鉄筋コンクリート施行です。中国で鉄筋コ

ンクリート施工と言えば、まず体力が必要で大

変疲れる仕事だと思われています。

でも機械技術が発展した日本では、鉄筋コン

クリート施工は中国での仕事よりも気軽にでき

ます。なぜなら中国の中小企業では、日本のよ

うな多くの機械や機材がなく、どうしても人の

手に頼ることになるのです。さらに日本での仕

事は機械のおかげで人手が半分で済んでしまい

ます。例えば、コンクリートを混ぜる時、日本

は同じ量の砂、セメント、水等を混ぜるだけで

簡単にコンクリートの調合ができるが、そして

時間も短縮できます。でも中国では材料を一つ

一つ人の手で運び、一袋ずつ調合するのです。

時間と体力の消耗と浪費は想像できるでしょ

う。

そして、そのプレッシャーを解消するために、

「毎日勉強」と自分に言い聞かせ、休憩時には

すすんで日本人と話をしました。最初は簡単な

言葉から会話をして、次第に相手が何を言って

いるのかが分かるようになっていったのです。

2、3ヶ月もすると日本人と感情のつながり

が出来上がるようになり、日本人の我々に対す

る態度が来日時と比べて明らかに変わっている

ことに気がつきました。

彼らは休憩のたびに私を呼び、時には冗談を

言ってくるようになりました。こんなに打ち解

けられるようになり、とてもうれしかったです。

私の感覚では、日本人はとても細かいと思っ

ています。簡単に言えば、整理整頓や清潔清掃

のことです。

仕事中、何か問題が発生すると、「すぐに改善」

と言われたり、ヘルメットを小さくコツンと叩

かれたりします。

整理が出来ていない時、ヘルメットを何回も

叩かれて、二度無いように、しっかりと覚える

ように、とても厳しく教育されたこともありま

した。

これも自分や他人の身を守るため、そして安

全のためであることが、分かってきました。こ

れから「安全第一」を守って実習に取り組みま

す。有り難うございました。
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佳作

中日文化の違いについて

ZHAO TING TING

ディーピーティー株式会社／

ティー・アイ・シー協同組合

時は矢のように早いものです。日本での生活

はあっという間に過ぎ、二ヶ月が経ちました。

中国で日本の文化やマナーを学習しましたが、

自身が体験する事は違うものだと改めて実感し

ています。

まずは、日々の挨拶についてです。実習が始

まってから沢山の方々と挨拶を交わしました

が、皆さん笑顔で明るく挨拶をしてくれます。

その一人一人の笑顔が私の緊張を解してくれま

した。私は、挨拶には不思議な力があると思い

ます。日々忙しく仕事に打ち込んでいる時はコ

ミュニケーションが不足しがちですが、始業時

の「おはようございます」と終業時の「お疲れ

様でした」を元気よく笑顔で交わすだけでお互

いの距離を縮め、心を暖める事ができます。面

識のない異国の方でも、挨拶を交わすだけでそ

の人の心を開く大きな力を持っているとは思い

ませんか？中国では「早上好」「您辛苦了」と言

う挨拶がありますが、知らない人どころか自身

の職場や知人でさえあまり言いません。更に、

インターネットやスマートフォンの普及によ

り、人との交流自体が少なくなっているのが現

状です 私は職場の方々と仲良くなるために、

自分から積極的に心を込めて挨拶をしていきま

す。

次に、規則についてです。実習初日に職場内

でのモラルやルールについて教育を受けまし

た。長い髪は束ねる事、制服からシャツをはみ

出してはいけない事、名札は指定の位置に付け

る事などから、現場では静電対策で指サックを

使用しますが指ごとに種類を使い分けていま

す。初めは覚えることが多く、間違えないよう

に行動することが大変で疲れて面倒くさいと思

いました。ですが、少しずつではありますがな

ぜ守らないといけないかの意味が理解できた

時、この細かい規制がとても大切なものだと気

づき勉強になりました。

百聞は一見如かず。私が育った中国と日本の

文化に違いに戸惑うことも多いですが、私自身

の成長と楽しい実習生活を送るため日々学習し

ていきます。
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佳作

日本で実習生活を送る

公 茂 存
GONG MAO CUN

NC東日本コンクリート工業株式会社／

公益財団法人国際労務管理財団

時間は流れ、日本に来て8ヶ月。恋しい思い

の祖国と家族との別れ。今、日本の生活に慣れ

ました。日本に来たばかりの頃、自分が選んだ

道だから、頑張って歩いてきました。

私たちの会社は茨城県筑西市にあり、宿舎は

会社から遠くなく、自転車に乗って5分ほどで

す。自転車は私たちの日常の交通手段です。

会社には、17人の中国人実習生がいます。毎

日午前8時から午後5時まで仕事です。仕事は

楽しく、会社の日本人はとてもマナーが良いで

す。私たちの会社は大きくて、電柱を製造して

います。今は残業がないので、気が楽です。

工場の班長はとてもおもしろくて、とてもお

世話になっています。工場の大部分は機械化さ

れ、機械の音はとても大きくて、私たちは専門

の耳栓を着用して耳を塞いでいます。毎日、業

務に追われて、休んで、一日の仕事を完成させ

ます。

寮に帰って、会社が私たちに準備したご馳走

を食べます。毎日の食事も違うので、おいしい

です。食堂の中には冷蔵庫、ガスレンジ、電子

レンジ、自販機が用意され、自分で好きな食べ

物を作れてとても便利です。私たちは、仕事帰

りにバスルームに入って、気持ち良いです。寮

のインターネットで映画を見たり、家族と話し

たりしています。少しも寂しくありません。

週休二日なので、休みの時、私たちはどこか

へ遊びに行きます。始めの頃、日本のとても多

くの場所や知らないコースに旅行に行きまし

た。私たちの日本語のレベルはあまり良くな

かったですが、車に乗って、私と仲がいい日本

語の勉強熱心な友達と旅行することにしまし

た。日本の中華料理屋では、中国の名物は安い

です。

私たちは、会社が用意した菜園で、多くの野

菜、キュウリ、トマト、唐辛子、ねぎ、はくさ

い、ほうれんそう、じゃがいも、ピーナッツ、

なすなどが植えられています。また、他の人は

スイカ、メロンも植えて、うらやましいです。

毎日とても楽しく過ごして、私はとても嬉しい

です。

この会社に来て、ここでは、大家族のような

感じで、日本人と私たちはとても友好です。日

本に来て長くありませんが、私たちは中国で学

ぶことができないたくさんのことがあります。

ここで、一生懸命勉強と仕事を頑張ります!
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佳作

成長への道

丁 妍
DING YAN

旭電器工業株式会社／

ELC事業協同組合

今日は私と今度新しく変わるリーダーの、み

づ穂さんと移動するラインの内一つのラインの

仕事が終わる日です。4月の仕事が終わると私

は違う職場へ行きます。リーダーさんがライン

を綺麗に片付けて、移動する準備をします。私

はその姿を見ると、急にさびしい気持ちになり

ました。ここでの1年半の仕事が本当に終わり

ます。この私を成長させてくれた場所と離れる

さみしい気持ちです。

今の仕事に入ったとき、私はぜんぜんなれず

に、毎日小さなポカミスをしました。ミスをす

ると緊張してしまい、またミスをする。毎日が

こんな悪いサイクルでたくさん怒られました。

私も怒られることで痛みを感じました。でもこ

れは、人生の中で必ず通る道です。

私は自分にこう言いました。『角がある石が

丸くピカピカになる為には、長い間水の中で流

され、洗われます。ピカピカになるには必ず痛

みがある』綺麗で角がない石になるために今が

あるのだと。

今、私のリーダーの陽子さんは、この一年半

で私を成長させてくれました。陽子さんは厳し

く、優しい人です。厳しときも優しいときも、

すごく新鮮に感じます。ミスをしたときは厳し

い顔で怒られます。でも仕事が上手に出来たと

きは笑顔でほめてくれます。角がある石のよう

な私が、陽子さんの厳しさと優しさの中で、少

し痛いけど、成長することが出来ました。

仕事で箱入れ作業を覚えたすぐの頃、ラベル

の準備が必要で、ラベルは袋に入って台紙に十

枚のラベルがついています。ラベルを使い終わ

ると5枚の端数が残りました。私はあと百六十

枚のラベルが必要なので、端数5枚は使わずに、

新しい袋から台紙十六枚（百六十枚のラベル）

を取り出しました。しかし陽子さんは私のやり

方は違うと言って新しいやり方を教えてくれま

した。正しいやり方は残った5枚と新しいロッ

トのラベルから百五十五枚を準備するやり方で

す。最初の頃はこのやり方が良く分かりません

でした。なぜ5枚の端数を使い、また端数のラ

ベルを作る？もともと最初の5枚を残していれ

ばシンプルなのに、なんで面倒なことをするの

かな？

それは、正しく順番通りに使うことが大事で、

万が一、部品（ラベル）に不良があった時、順

番通りに使えば、使った日がすぐ分かり、探せ

ることが出来る。このように習慣や考え方の違

いで油断をするとミスが出ました。陽子さんは

他の人と違って、厳しく最後まで正しいことを

教えてくれました。だから私は少し痛いけど成

長できました。ありがとう陽子さん。

日本に来る前に私は、立派な人になる夢を

持っていました。しかしだんだんと成功の道か

ら離れていました。しかし、日本に来て、たく

さんの教育や指導で成功することに、近づいて

いる気がします。私を成長させてくれてありが

とう。陽子さんありがとう。そして職場のみな

さんにありがとう。
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佳作

日本での仕事と生活

LUO SI RUI

伏見蒲鉾株式会社／

新潟国際人材交流事業協同組合

私は日本で仕事を始めて一年が経ちました。

私の勤務先は伏見蒲鉾株式会社です。会社は設

立五十周年を迎えた企業です。会社の商品はと

ても有名で、国内のたくさんの売り場で売られ

ていることを私は誇りに思っています。

私は伏見蒲鉾の本社工場で仕事をしていま

す。本社工場では製造部門と包装部門の二部間

があり、私は包装部門で仕事をしています。包

装部門にはたくさんの従業員がいて、さまざま

な方がいます。例えば、優しい人、厳しい人、

可愛らしい人などがいます。毎日みんな一生懸

命仕事をしています。

私たちは毎朝九時に始業します。はじめに一

緒に仕事をする人たちと挨拶をします。私は礼

儀正しくなりました。挨拶のときはみんな笑顔

です。笑顔で挨拶すると気持ちが良いです。

私たちの工場は衛生管理と安全対策がしっか

りとしています。工場へ入るときはしっかりと

手洗いします。また髪の毛はすべて帽子に収め

ます。髪の毛が少しでも出ていると良くありま

せん。品質管理担当がいつも工場を見回り、髪

の毛が出ていないか、道具がきれいかなどの

チェックに来ます。

工場の繁忙期を過ぎで落ち着いたので、毎日

たくさん日本語の勉強をしています。日本語は

他の従業員や、同じく中国から来た先輩にも教

えてもらいます。みなさんはてとも根气良く教

えてくれます。私は覚えが悪いのですが、みな

さんから細かい心配りで教えてもらいました。

私たちは月に八日から十日ほど休日がありま

す。私たちは会社から油とお米をもらっていま

す。会社に良くしてもらい、とても感謝してい

ます。この一年の中で、仕事や研修以外にも遊

びに連れ出してもらったりして本当の家族のよ

うに過ごしました。

会社に入り一年が経ち、私の生活も仕事もと

ても変わりました。大人になったなと思いま

す。自分のことは自分で考えて他人に頼らず出

来るようになりました。

礼儀と責任感を教えていただいた会社に私は

とても感謝しています。
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佳作

一生忘れない人

WEN ZU LAN

合資会社ピュアクリーン／

PNJ 事業協同組合

縫製の技術が未熟だった私にとって、日本に

来て勉強することは長い間の夢でした。2年が

過ぎた今でも、自分が日本で仕事をしているこ

とが信じられない心境です。日本に来た最初の

頃は何もかもが大変でした。社員の人から縫い

方を教わってもなぜかミスをしてしまいます。

ですから周りの人達にはたくさんの迷を掛けま

した。

その中でも私が一番迷惑を掛けた人は、私の

班の班長さんです。班長さんの指導はとても厳

しいです。悪いことに私の性格は自分でもわか

るほど気が短いです。班長さんは私に教えた後

にいつも「わかりましたか？」と聞くのですが、

気分のよくない私の返事はとても小さいもので

した。そして、その態度も決してよいものでは

ありませんでした。

ある時、アイロンでの作業を教えてくれた時

のことでした。襟ぐりを1㎝程度に折らなけれ

ばならないのですが、私は時々1.1㎝に折って

いました。それを見た班長さんは「これではだ

めです。このままだと次の工程の人がやり難い

です」と言って、私にもう一度やり直しをさせ

ました。班長さんの言ったことが、その時の私

には全く理解できませんでした。私の心の中は

モヤモヤしていました。ですから日本で技術を

勉強するためにやっと来ることができたことな

ど、すっかり忘れてしまっていました。その日

の夜に友達から聞いたことですが、その1㎜の

違いでも次の工程の人に迷惑が掛かるとのこと

でした。私はこうして日本の品質の厳しさを毎

日班長さんから教わることになりました。

班長さんは毎月、本社の会議に参加しますが、

ある日いつものように会議から帰って来た班長

さんの顔がとても悲しそうに見えました。その

理由は私達の班の生産額が全体の中で一番下

だったということでした。私達はそのことを聞

いてとてもショックを受けました。私はその原

因が自分にもあると感じました。その時、自分

自身も頑張らないと班全体にも迷惑を掛けてし

まうと思いました。

私は日本に来てからも、技術に対する未熟さ

が原因で考え方にも甘えがありました、私はそ

のことに気付きました。私は他人よりも努力す

ることで班の役に立ち、そして班長さんの力に

なろうと考えました。それから毎日少しずつで

すが、練習を重ねて行き自分の態度も改めるよ

うにしました。

ある時、私の行動を見ていてくれた班長さん

は、「その調子で頑張ってね」と励ましの言葉を

掛けてくれました。本当に嬉しかったです。そ

して、これからも努力を続けていく自信にもつ

ながりました。

私の縫製技術はまだまだ発展途上です。そし

て、私がこれからも技術を高めていく上で班長

さんは切っても切れない存在です。私は日本に

来て班長さんの下で仕事をすることができて、

本当によかったと思っています。班長さんは私

の人生で忘れることのできない大切な人です。
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佳作

「平仮名」という伊呂波から教訓

レ ティ モン トゥオン
LE THI MONG TUONG

フルヤ工業株式会社／

国際交流事業協同組合

私は日本に来て、もう2年になりました。日

本に来る前には、私がいつ日本に来れるのか分

かりませんでした。だから、日本に来れて幸せ

です。

研修生として、日本で働けるのは3年間だけ

です。またたく間に2年が経ちました。日本に

いる期間は私にとって、日本人の仕事のやり方

を学び、経験を蓄積できる意味のある時間です。

その中で私が一番印象に残っているのは組合で

勉強した時のことです。

私のグループは2年前の冬に日本に来まし

た。初めてのこの様な寒い天候に我慢するのは

大変でしたが、希望に心が熱くなるのを感じま

した。日本に来る前はベトナムの日本語学校で

かなり長く勉強していましたが、日本人と接触

する機会はとても少なく、日本語での会話はあ

まりできませんでした。だから、組合で日本語

と日本の文化を勉強する時間は困難がたくさん

ありました。

組合の勉強では日本語と日本の文化以外に日

本会社の働くルールについても教えてくれまし

た。ある日、先生が私達に「今から平仮名をノー

トに書いて下さい」と言われました。その時、

私はそんな簡単な事を提出しなければならない

のかを疑問に感じました。「平仮名はもう誰で

も書けるよ」と思いました。しかし、実際書い

た時、ほとんど皆は書けましたが、私だけ何回

も何回も正しく書くことができなかったので

す。私はその時先生に怒られました。「あなた

はその事を簡単に考えたでしょう。そして、書

く事は誰でも書けるけど、どの様に正しく書く

かをあなたは知らないでしょう。仕事に対して

も、その事と一緒よ。小さい事でも真面目な態

度取り組むと段々よくなるよ」と説明されまし

た。私は本当に恥しいと感じました。それ以

降、先生のおかげで、会社での仕事がちゃんと

できる様になりました。

私が働いている会社はプラスチック製品を製

造しています。二つ工場があり、今、医療に関

する器具を製造しています。仕事はあまり労働

ではないのですが、ミスが発生しやすいので用

心深く気配りをしなければなりません。毎回、

ストレスになると、先生の話を思い出し、もっ

と頑張ろうと決心しています。

「果実を食べると、木を植えた人を覚えない

と。」というベトナムの諺があります。私は私

の一生の中でいい人から応援頂いて、心から感

謝しています。本当にありがとうございまし

た。日本にいる時間は残り半年程だけです。2

年の間で日本の季節には別の美しさがあると実

感しました。今から将来までもし困難に会った

としても、楽観的積極的態度で困難に立ち向え

ます。日本に来た事は私が選んだ道ですから。

帰国した時は日本で習われた事がある実習生に

伝えたいと思っています。日本にいる3年間は

忘れられない私のずっときれいな一生の記念に

なることを。
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佳作

平凡なこと

郭 学 峰
GUO XUE FENG

有限会社アグリセンター都城／

都城農業協同組合

私は、2012年3月22日に日本に来て、3年目

になりました。時間の経過をとても早く感じ、

あと1年で帰国します。私は日本で学んだこと

は、たくさんありますが、特に最近行われた、

の会社の専務の送別会で、必ず忘れてはいけな

いことを教わりました。それは、仕事に対する

態度、意欲です。

送別会は盛大に開催され、とても感動的で、

私たち研修生の心に残りました。

私は、事務の仕事は、会議をしたり、会社の

畑を巡回して検査する指導者だと思っていまし

たが、実際はそれだけてはありませんでした。

専務から、会社で経営している面積は200ヘ

クタールほどあると聞きました。毎年草が長く

なるとビーバーを使って草刈りをします。この

仕事はとても大変な作業です。でも、専務もこ

の作業をします。ビーバー作業は私たちには体

があちこち痛くなりますが、専務は何も言いま

せん。専務は、朝、出会ったとも、背筋をしゃ

んとてて、ビーバーを持って、いつものように

作業に出かけます。仕事が終わった後、全身土

まみれになって、疲れて背中が前に曲がってい

たことを思い出します。

そのことを何年、何十年も続けているかは分

かりませんが、送別会の主任たちにあいさつで、

専務のこれまでしてきたことを聞いて拍手が鳴

り止みませんでした。

私は、心の中で、専務は指導者なのにどうし

て、そのような仕事をするのかわかりませんと

思いました。

単純な仕事を、毎日継続してする人偉い人だ

と思いました。

普通の仕事、平凡な仕事を私たちはどれくら

い続けてできるか？

この精神は、私たちに感動させ、私たちに教

え、どんな仕事でもする専務姿は、私たちの手

本として見習いたいです。

皆の歓声と拍手の中、私たちは感動し、そし

て学びました。私は、食料を大切にする精神、

そして、日本人の仕事対する精神は、帰国して

からも、友達に伝え、子供に伝え、私自身もの

こ精神を持ち続けたいと思います
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